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2 石器 (第13図一第20図、図版7-図版9)

1石線 (第13図1、 2、図版7の1、 2) 無茎鎖2点である。基底辺に映り込みをもった

ものである。図1ははぼ完形品で、入念な剥離調整を両面から施している。図2は尖頭部若干

欠損している。やはり両面加工である。縁辺部の鋭さがなく部厚い感じを受ける。使用痕は明

瞭でない。

2石匙(第13図3-5、図版7の3へ5) 横形のみ3点の出土である。図3と4は周縁両面

加工、図5は上側辺のみ両面加工で下辺は片面加工である。図3は、第1次剥離による剥片で

はなく、扁平な原石を調整剤離して形を整えたもので%程度欠損している。

3スクレーパー類(第14図15へ17、第15図1-21、第16図23、 24、図版7の15-29)

削器又は掻器と思われる。刃部加工の明瞭なものである。形の上から次のように細分した。

a-石匙のつまみ部が欠けてなくなったような形となっているものである。刃部はいずれも両

面加工である。 (図15へ17)

b-ほぼ二等辺三角形を呈し、尖頭部鋭利で基部が厚いものである。基部にはプラットフォー

ム面を残し、片面に高い積が尖頭部まで走る。左右両側辺共鋭利な刃部角になっている。 (図

18-21)

c一湾曲部をもつ不定形のものである。基部を除く側辺はすべて刃部として使用できる鋭利さ

をもつ。片面加工部分が多い。湾曲部も刃部として使用されたらしく、図18は入念に刃部加工

されている。基部厚く、下端部及び側辺は鋭利である。 (図22、 23、 29)

d-ほぼ楕円形を呈すものである。基部は厚く、下端部は鋭利になるがその下端部の形はやや

細くなっているもの(図24、 26)と丸みをもつもの(図25)がある。いずれも下端部の縁辺に

刃部加工を施している。稜線部高く、横断面は平べったい三角形や菱形状となる。

e-不定形で比較的厚手、刃部加工が1辺にだけ見られるものである。図27と餅ま、図中下端

の縁辺だけの加工である。刃部角は直角に近いものから30。程まで一定でない。

4石箆(第14図6-14、図版7の6へ14) 比較的小型のもの8点、大型のもの1点である。

両側辺を剥離調整し、下端部にも入念な刃部がつけられる。明瞭な使用痕は認められない。図

6と13は上半部欠損している。図12と14はやや下半部ふくらみを持つ形である。図12や9は

片面加工であり、スクレーパー類にも含めることができる。

5打製石斧(第16図30-34、図版7の30へ34)

縁辺部に、荒く両面から剥離調整された、比較的大型の打製石器である。石箆とは大きさで

区別した。 5点出土。大部分両面加工であるが、下端の先端部辺では片面に自然面を残してい

るものがある(図31や33)。刃部角はゆるやかである。

6暦数石斧(第16図35へ37、第17図38へ39、図版7の35へ38)
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一中荒巻遺跡一

刃部の判明するのは図35の蛤刃だけである。他はすべて胴部上半のみ残存する。磨き調整の

擦痕が見られる。図38の折損面は、後に又磨かれて平坦面となっている。

了石斧様粗製石器(第17図40-低、図版8の40-館)

形は石斧様であるが、明確な刃部がなく、縁辺の一部に剥離痕や敲打痕を残す類である。石

器と認めがたいものをも含む。石斧の未完成品又は打割敲石等に使用されたものか判然としな

い。

8扁平大型打製石器(第18図49へ53、第19図54-56、図版8の49へ56)

重量3009- 1, 4 k9の一部打製の剥離痕をもつ大型のもので、丸みをもつ先端部を一方にもつ。

使用痕は認められず、機能は不明であるが、敲打打割又は土掘り作業等が想定される。

上下どちらが機能面かも判別できない。

9石皿(第20図72、図版9の72) 磨擦痕跡のあるものは3点であるが、同石材の石皿様のも

のはかなりある。図72は縁辺やや高く中央に凹みをもつ。

10庭石(第19図57へ62、第20図63へ67、図版9の57-67)

円形又は楕円形の擦痕を有するものである。断面卵形が多く、平坦なものもある(図63)。

11その他(第20図館へ71、図版9の館へ71)角棒(図71)や丸棒(図館-70)などで擦痕を残

しているものである。用途は不明で、石器と見るかどうか疑わしいものである。

圏圏

一顧

÷-三〇三三

第13図 石器(1)

」34 葛



ー 中荒巻遺跡-

園
圏

∩
月
日
‖
∨

6へ14石箆

15-17スクレーパーa

く二二二>

第14図 石器(2)

-35 喜

16



⊂ニラ

乱
世
V

国璽
18-21 (スクレーパーb)

22・秘(スクレーパーC)

24へ26 (スクレーパーd)

27 (スクレーパーe)

5
10cm

第15図 石器(3)

-36 -



ー中荒巻遺跡-

∩
月
日
∪

0 5 10cm

「

1

⊂⊃
28 スクレーパーe

29 スクレーパーC

30一塊 打製石斧

35-37 磨製石斧

第16図 石器色)

-37 -



ー中荒巻遺跡-

簡
閲

第17図 石器(5)

-38 -

38へ39 磨製石斧

40-48 石斧様粗製石器

0 5 10cm

i , i , , i , , , , l



一 中荒巻追跡-

51

G
49-53 扁平大型打製石巻

第18図 石器(6)

(二二フ

ー39 一

0 5 10m



ー中荒巻追跡-

<二二二二〉

⊂二⊃
61

第19図 石器(7〉

-40 -

⊂〕

54-56 扁平大型打製石器

52へ57 磨石

0
5 10帥



⊂〕

ー中荒巻遺跡鵜

し

第20図 石器(8)

-41 -



ー中荒巻遺跡-

第了表 石器観察表

図面 番号 

出 土 地 点 
登録 番号 

分 類 
最大長(c皿) 

重畳 (9) 

材 質 
たて よこ 厚さ 

1 Dst561号住 1 

石鍛 ′′ 石匙 ′′ " 石箆 " " ′′ ′′ ′′ ′′ ′′ 〃 スクレーパー ′/ ′′ ′′ ′′ " ′′ ′′ ′′ ′′ " ′′ ′′ 〃 〃 打製石斧 " ′′ " ′′ 磨製石斧 ′′ " ′′ ′′ 石斧様粗製石器 ′′ ′′ ′′ ′′ ′′ 〃 ′′ 〃 扁平大型打製石器 " " 〃 /′ ′′ ′′ ′′ 

3,7 2.5 0.9 6.7 流紋岩 
2 Dst562号住 2 3.5 1.9 0.7 2.5 珪質泥岩 

3 Dd15表 3 5.0 6.0 0.7 25,7 泥質細粒凝灰岩 

4 

Dst561号住 ′′ ′′ Bab52黒色土中 

5 3.9 6.7 0.9 10.2 珪質泥岩 

5 30 3.8 4.2 1.4 21.8 珪質泥岩 

6 10 2.0 1.0 0.8 5.3 珪質泥岩 

7 9 6.1 2.1 1.1 15.8 硬質泥岩 

8 Eef炉址 13 7.0 2.8 1,5 27.8 硬質泥岩 

9 

Dst561号住 " ′′ " 〃 Dqr56赤穂 

12 8.2 2.5 1.5 舘.2 硬質泥岩 

10 14 6.6 2.7 1.1 25.4 硬質泥岩 

11 8 5.2 2.0 1.1 11.2 硬質泥岩 

12 23 5.9 3.7 1.7 軟).8 珪質泥岩 

13 11 5.7 3.7 1.6 41.4 珪質泥岩 

14 21 5.7 2,8 1.3 23.3 珪質泥岩 

15 Bab56、59、62、黒 4 3,9 5.5 0.9 17.8 泥質細粒凝灰岩 

16 C軸56表下 6 5.0 2.2 0.4 5.8 泥質細粒凝灰岩 

17 Dst561号住 7 3.3 2.9 0.5 4.7 珪質泥岩 

18 Dst50ピット群 

" Dst562号住 

17 5.7 3.9 L4 23.9 珪質泥岩 

19 20 5,9 3.5 1,3 24.8 泥質細粒凝灰岩 

20 19 7.8 5.0 1.6 40.5 珪質泥岩 

21 
〃 1号住 18 6.9 4.2 1.6 32.7 硬質泥岩 

22 Eef12表 27 7.3 5.9 1.5 45.6 珪質泥岩 

23 Dst50ビット群 25 6.8 2.5 1.7 17.1 クリン質凝灰岩 

24 Dst562号住 22 4.1 2.2 1.3 9.2 鉄質石英 

25 Dqr12表下 24 3.8 3.0 0,8 7.7 硬質泥岩 

26 Dst562号住 16 1.5 3.1 0.9 10.3 泥質細粒凝灰岩 
27 Dst561号住 28 5.4 4,9 1.0 15.1 珪質泥岩 
28 Bab50黒色土中 29 5.9 3.7 1.2 23,2 鉄質石英 
29 Dst3赤穂 26 9.0 5.5 1.4 47.3 泥質細粒凝灰岩 
30 Dst2号住 54 11.1 4.2 1.7 126.3 千枚岩 
31 C区麦採 49 12.3 4.5 2.4 100.5 硬質泥岩 
32 Db50表下 53 13.6 4.3 2,3 220.2 千枚岩 
33 Eef12表土 52 12.2 4.8 2.0 170.1 硬質泥岩 

34 Dst ピット群 37 15.7 5.4 2.2 305.1 粘板岩ホルンフェルス 
35 Cd O6表下 42 14.2 6.0 3.9 522,0 淡緑色中粒質猿灰岩 
36 Bst15表 39 7.6 4.9 3,3 169.8 変朽安山岩 
37 採 41 11.7 5,4 2.8 292.4 粘板岩ホルンフェルス 
38 Dst561号住 44 5.7 5,0 2.6 87.3 粘板岩ホルンフェルス 
39 Dst50ビット群 38 9.8 4.7 3.2 235.0 粘板岩ホルンフェルス 
40 

Dst561号住 " ′′ Dst561号住 

43 119 4.2 1.9 193.8 摸灰質硬砂岩 
41 86 13.7 4.1 1.6 140.5 猿灰質粘板岩 
42 46 10.4 4.2 2.1 132.0 淡緑色中粒質凝灰岩 
43 70 8.8 4.3 1.6 84.6 粘板岩ホルンフェルス 
44 Cij 3表下 55 111 4.2 1.7 126.3 千枚岩 
45 Z z 47 12.0 3.1 3.2 176.7 粘板岩ホルンフェルス 
46 Dst562号住 51 11.9 5.8 L7 166.4 繹雲母片岩 
47 Cq「59表(溝) 87 17.6 4.7 2.2 294.4 粘板岩 
48 C表採 45 13.5 4.9 2,3 235.6 粘板岩ホルンフェルス 
49 Bab50黒下 68 22.7 8.9 5.0 1,412.0 粘板岩ホルンフェルス 
50 Dst562号住 33 14.6 7.8 3.4 585.0 硬質泥岩 
51 CC56表下 66 17.5 6.3 4.2 720.1 粘板岩ホルン 
52 Cq「59表下(溝) 31 13.4 7.4 2.5 322.7 粘板岩ホルンフェルス 
53 Cブロック表採 34 13.7 7.8 2.5 446.7 淡緑色凝灰岩 
54 Cqr62表 35 14.9 8.0 3.4 520.5 粘板岩ホルンフェルス 
55 c表採 32 14.2 7,8 3.2 470.7 粘板岩ホルンフェルス 
56 C表採 36 14.8 7.9 1.7 279,1 淡緑色猿灰岩 
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図面 
出 土 地 点 

登録 
分 類 

最大長(c皿) 重畳 
材 質 番号 番号 たて よこ 厚さ (9) 

57 不 明 102 

庭石 ′′ 〃 〃 ′′ " ′′ ′′ ′I ′′ ′′ その他 ′′ ′′ 〃 石皿 

7,3 4.3 2.9 133.4 細粒凝灰岩(珪化作用をうけた) 
" 

′′ 含猿灰質角礫質珪質泥岩 

58 不 明 101 9.9 5.4 4.3 339.1 

59 不 明 103 7.7 6.0 3.9 242.5 

60 不 明 92 8.0 4.9 3.1 180.1 

61 Bab50黒色土中 65 12.5 5.1 2.2 170.2 石質細粒鍛灰岩 

62 Cq60へ68 60 13.5 3.0 2.2 126.4 合銀灰岩角楽石質鍛灰岩 

63 Dst561号住 95 9.0 9.5 2.6 304.4 複輝石安山岩 

64 Dst50ピット群 105 11.8 10.1 8.2 1.387.1 複輝石安山岩 

65 

′′ Dst561号住 

89 12.4 8.2 6.1 984.0 

〃 複輝石安山岩 66 85 11.2 8.3 4.3 589.9 

67 Dst56ピット群 107 9,4 7.1 6.4 581.0 複輝石安山岩 

68 叫「56赤褐 58 11.7 1.1 1.1 21.7 粘板岩ホルンフェルス 

69 Bd 3 57 7.4 1,6 0.8 11.2 粘板岩 
70 Dst50ピット群 

" 不明 

61 12.9 3.3 1.6 9.4 鍛灰質砂質粘板岩 

71 63 20.4 4.7 3.3 533.0 流紋岩 
72 115 16.7 13.6 4.9 1,411.5 複輝石安山岩 

Ⅴ 考察とまとめ

1 遺跡の性格

中荒巻遺跡を載せる扇状地形の金ヶ崎段丘上には、旧石器時代一奈良平安時代の遺跡が数多

く確認されている。縄文時代中期前葉一中葉に属する遺跡群の中で、多くの遺物が出土し調査
(注2) (注3)

済になっているのは、夏油川下流域の梅ノ木遺跡と宿内月止流の高谷野原遺跡がある。北上川

寄りの扇状地裾部では、本遺跡が最初である。前述の2遺跡と北上市樺山遺跡、鳩岡崎遺跡、

衣川町の北館遺跡、等の遺構や遺物の比較から、北上以南の北上川中流域における縄文中期前

葉一中葉の文化内容がかなり明らかにされ得る情況になってきた。その意味で本遺跡も重要な

位置にある。調査区域内から検出された遺構は少ないが遺物の分布はほぼ全域に見られ、調査

区外の周辺表土にも採集されていることから、追跡の規模はかなり広範囲にわたると予想でき

る。今回の調査では住居跡の構造を明瞭に残すものはなく、又遺物の磨滅が激しく遺存情況は

必ずしも良くない。遺跡の全体像は今後の調査を待つ他ないが、集落形成には好適な立地環境

である。遺構と遺物から縄文中期中葉の中規模な集落遺跡とみなされ、継続調査が望まれる。

2 遺構

住居跡と確認されたものは3棟であるが、 Dst 50ピット詳及び炉跡部分に少なくとも1棟は

存在し、 Eef炉跡にも1棟仮定できる。検出された3棟は遺存状態が悪く、壁が浅いことや主

柱穴のほとんどは明瞭でないことなど、不充分さは否めない。遺物から見ると3棟とも第Ⅳ群

土器(大木8aへ8b)が多く、ほぼ同時期と推定される。ただ調査区南半のDst 56住居跡には第

IへⅡ群土器(大木6へ7a)が比較的含まれており、その位置ないしは近辺にやや古い時期の

住居跡の存在が考えられる。しかし調査時点では確認し得なかった。 Dst 56 1号、 2号住居

跡の前後関係は切り合いや床面、遺物からの判別は困難である。

平面形はBC 3住居跡は長楕円形、Dst 56 1号、2号住居跡は円形、Dst炉跡を囲むピット群
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に想定される住居跡もDst 56住と同規模の円形プランと思われる。炉跡はDst 56住居跡のもの

をはじめ4基とも石囲い炉で規模、形態は相似するが、 Dst 2号住居跡のそれはやや長方形、

他はほぼ円形を呈する。いくつかの不定形ピットや焼土ブロックが検出されているが住居跡に

伴うと明確に認められるものはない。石囲い炉を持ち円形や楕円形プランをとる住居跡は、縄
(注7 ) (注8) (注9) (注1①

文中期中葉の最も一般的な形態である。類例は西田遺跡、堂ケ沢遺跡、繋Ⅲ遺跡、野駄遺跡、
(注11)

大地渡遺跡、樺山遺跡、梅ノ木遺跡などに参見される。

埋設土器は1基である。掘り込みの中に土器を埋設したものと思われるが、土器の崩壊が著

しく、周辺に開通する遺構もないことから、性格は全く不明である。尚胎土分析は行っていな

い。その他長径35-40cm大の川原石が、調査区の数カ所に検出されているが、使用痕跡不明瞭で

判然としない。

3 遺物

〔縄文土器〕 本遺跡の第I群、 Ⅱ群土器はそれぞれ大木6式と大木7a式に比定している。両

者の判別は器形でなく、主に竹菅又による洗練施文と貼付文形態の相違によるものである。前

期末大木6式一中期初頭大木7a式は、その境界をめぐって問題になっている部分である。本遺

跡では層位的な把握はもちろん、出土量も多くないので確かなことは言えない。
(牲12) (注13)

本遺跡のI群1類は、長根貝塚第1群2類へ3類、清水貝塚深鉢ⅢaへⅢbの一部、庄司合遺跡
(注14) (往15)

第Ⅱ群、牧田貝塚6群などに類似し、器形、文様モチーフ、貼付文に共通性がある。第I群2

類は1片だけであるが前述の3遺跡にはl類土器とはぼ同量の出土が同層位中にあったらしい。

いずれも大木6式とされている。本遺跡のI群土器で他の大木6式と言われるものとの相違点

は、爪形の刺突文が見られないことと、十三坊台系土器が混じっていないことの2点である。

大木7a式については内容不明な部分が多いとされるが、口縁部の平行沈線、刺突文、鋸歯状

文などをとらえて第Ⅱ群とした。賞群との違いは既述のように竹管の使用法に置いたので、モ

チーフ的には、 I群に近い。従って厳密な意味で時期的に分けて考えようとするものではない。
(注16) (注17)

Ⅱ群1類と2類は、長根貝塚3群、清水貝塚深鉢Ⅳ、天神ケ丘3群1、 2類、大館Ⅲ群などに

類似し大木7a式とみなされる。第Ⅱ群3類は五領ケ台系土器と称される大木7a式併行のもので

ある。

第Ⅲ群へⅣ群土器はそれぞれ大木7bへ8b(中期前葉一中葉)に比定されるものであるが、こ

の間の詳細な編年は、あいまいな点が多く、本遺跡の分類にも疑問が残るところである。従来

から知られている各時期の特徴を筆者なりにとらえて分類基準とした。破片が大部分であり、

器形については不明の部分が少なくない。

Ⅲ群1類と2類は撚糸圧痕文を用いてることで抽出した。大木7b式に撚糸圧痕文が多用され

る契機を円筒式土器に求める見方もあるが定かでない。又、しばしば大木7a式にも含めている

○○
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報告例があるので、断定はできないが一応大木7b式として一括した。 Ⅲ群3類、 4類は沈線文

を用いているものである。 4類は2類の隆起線に添う撚糸圧痛文が沈線文に置き換った技法で

ある。

第Ⅳ群土器1類と3類は、隆起線の曲線文、区画文、渦巻文が表現され、又口縁上端に太い

降着による渦巻状の突起など用いられることから、ほぼ大木8a式とみなされる。 Ⅳ群2類はそ

れに伴出するものであろう。 Ⅳ群4類は3類の平行隆起線の両側を沈線で縁どって調整してい

る点で、 3類のより新しいものと考えられるし、「頼」のついた剣先状渦巻文も使用される。多

くの報告書ではこれを大木8b式の特徴としている。 Ⅳ群6類のグループも、大木8b式に伴うも

のとされており、中でも図74の土器は最も新しいもので、むしろ大木9式に含めている著者も

見うけられる。 Ⅳ群5類の頭部や胴部をめぐる平行沈線の曲線文は大木8a式と8b式に共通して

用いられているようである。

以上のことから大旨、 Ⅳ群1、 3類は大木8a式に、 4類と6類は大木8b式に、そして2類と

5類は両型式に伴うものととらえた。同型式内の土器組成は、BC 3住居跡で、ある程度把握で

きそうである。ただ本遺跡の分類上で言えば、大木8aへ8bにいたる、ちょうど境目にあたる時

期かと推定される。器形は口縁内湾のキャリバー形深鉢、直上ぎみで胴部にやや張りを持つ深

鉢、 □縁やや内湾ぎみの浅鉢の組み合わせで、口縁外反し胴部に張りを持つ深鉢は認められな

かった。施文はⅣ群各類に見られるものであるが、 Ⅳ群6類に分類されたものは含まれていな

い。いずれ復元個体が少なく良好な資料とは言えないであろう。

〔石器〕 石錨や石匙が比較的少なく、石箆やスクレーパー、その他の打製石器が多いことが

特徴的である。縄文中期には打製石斧や石蟹の増加が認められるという傾向と符合している。

使用痕跡を明瞭に見わけることができなかったため、各石器の機能については類推に留まる。

とくに石斧様粗製石器と名付けたグループ及び従来から石鍬と呼ばれるものに類似する扁平大

型打製石器には、石器として疑しいものも含まれている。「その他」に分類した磨製の石器も同

様である。使用石材は鋭利さを持つ類には珪質泥岩、硬質泥岩(奥羽山地)、磨製石斧、磨石、

大型の各種石器は粘板岩ホルンフェルス、複輝石安山岩、細粒凝灰岩(奥羽山地)など傾向性

がある。数は少ないが北上山地産の千牧石、粘板岩、硬砂岩も見られる。

4 結び

報告書記述の上で、検出遺構の断面と堆積土について若干不備な点があった。尚調査区北西

部分の水田地域は調査しなかったので、遺跡全体の遺構は記述された以外にもいくつか存在し

た可能性はある。現在は自動車道となっているが幸い調査区の東と西の周辺地域は、まだ調査

できる地形を残しており、今後の調査でさらに追跡の規模、性格が明らかにされるであろう。

(注1)旧石器時代のものは、成沢追跡
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(注2 )梅ノ木遺跡 東北縦貫道関連遺跡発掘調査報告Ⅸ、岩手県教育委員会文化課

(注3)高谷野原遺跡 報告書1973年3月刊金ヶ崎町教育委員会

(注4)樺山遺跡 報告書は「北上市史第1巻」

(注5)鳩岡崎遺跡 48へ50年発掘実施 報告書は57年度発行予定 岩手県教育委員会文化課

(注6)北緯遺跡 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅴ昭和55年3月岩手県教育委員会文化課

(注7)西田遺跡 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅶ 昭和55年3月 岩手県教育委員会文化課

(注8)堂ケ沢遺跡 御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書 岩手県埋文センター 昭和55年2月

(注9)繋Ⅲ遺跡 御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書 岩手県埋文センター 昭和55年2月

(注10)野駄遺跡 東北縦貫道関連遺跡発掘調査報告書第11集 岩手県埋文センター 昭和55年2月

(注11)大地渡遺跡 東北縦貫道関連遺跡発掘調査報告書Ⅶ 岩手県教育委員会文化課

(注12)長根貝塚 宮城県遠田郡湧谷町 県教育委員会 昭和44年

(注13)清水貝塚 大船渡市清水貝塚発掘調査概報 昭和51年3月 県文化財愛護協会

(注14)庄司合遺跡(第二次調査)一関市 報告書52年3月 一関市教育委員会

(注15)牧田貝塚 陸前高田市 報告書46年3月 陸前高田市教育委員会

(注16)天神ケ丘遺跡 稗貫郡大迫町 報告書49年3月 大迫町教育委員会

(注17)大館町遺跡 盛岡市 報告書53年3月 岩手大学考古学研究会
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上 餅 田 遺 跡

遺 跡 名:上餅田(略号KMD75)

所 在 地:胆沢郡金ヶ崎町字南野中

調 査期間:昭和49年5月18日-6月19日

昭和5昨6月9日一9月30日

調査対象面積: 5,600正

発掘調査面積: 5,600正
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一上餅田遺跡一

I 遺跡の位置と立地

本遺跡は金ヶ崎町字南野中、国鉄東北線金ヶ崎駅の北西0・7 k皿のところに位置する。遺跡は、

胆沢川の左岸、夏油川によって形成された六原扇状地の金ヶ崎段丘上にあり、遺跡の北側を東

流する宿内川の侵食によって形成された段丘崖に沿って東西にのびる平坦地にある。標高は62

m前後であり、南側は一段低い水田となっている。比高は約I mである。現況は一部畑地の他

は杉、雑木の多い林野である。 (第1図)なお、遺跡が広がっているとみられる西方は、水田、

宅地、東方は宅地となっている。当遺跡の北には低地をはさんで中荒巻遺跡、南には西根、鳥

海A、 B追跡等東北自動車道関連の遺跡があり、その他、西根遺跡(西根縦街道古墳群、原添

下の住居跡等)胆沢川をはさんで、玉貫、膳性遺跡等がある。

Ⅱ 遺跡の基本層序(第2図)

場所によって部分的な違いはあるもの→、遺跡の基本的な層序は次の通りである。

62,400一(N) (S)臆

第2図 C区東端深掘り断面図 i i i

第I層 黒褐色(10YRう4) 表土である。腐植質土で木板、草根等が網目のように入りこ

んでいる。層の厚さは30へ40c皿で撹乱が著しい。土師器、須恵器、縄文土器等の破

片が出土している。

第Ⅱ層 暗褐色(10YR%) 粘土の少ないシルト層である。草木根がわずかに入りこんで

いる。土師器、須恵器、縄文土器等の破片が多く出土している。層の厚さは10-30

c皿である。

第Ⅲ層 明黄褐色(10YR%) 堅くしまり、粘性の少ないシルト層で、下方になるにつれ

小礫が多くなる。層の厚さは10へ30c皿である。なお、この層が遺構検出面である。

第IV層 明黄褐色(10YR7の m層の漸移層でシルトと小礫(径3cm前後)の混じった礫

層である。この層は追跡の中央C区附近では最も高い位置にあり、南、北にそれぞ

れ緩い傾斜をもって続いている。

-
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第V層 黄橙色(10YR%) 約3-6cmの礫と砂とが混じった礫層である。下位になるに

つれて礫か大きくなっている。

Ⅲ 検出された遺構と遣物

今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居跡25棟、溝4本、焼土遺構2基、小ピット群等で

ある。遺物には、縄文土器、土師器、須恵器、紡錘車、砥石、石器等がある。ここでは、これ

らの発見された遺構とその出土遺物について述べていく。なお出土遺物は、実測可能なものに

ついては、可能なかぎり図示したが、聾については、下半部のみのものは割愛し、破片につい

ては、遺構ごと出土層別に破片集計表にまとめた。なお、堆積土の出土遺物については、消極

的ではあるが、遺構の年代推定の資料になり得るものや遺構の性格等を考える上で参考になる

ものとして遺構ごとに図示記載した。なお、本遺跡の調査内容に関しては、若干の紹介が行わ

れている(上餅田遺跡現地説明会資料1975 岩手県教委)が、本報告書の記載内容がそれら

に優先するものである。

1 竪穴住居跡とその出土遺物

第1号住居跡(AH18) (第4図)

〔遺構の確認〕 調査区北西端近くの地山面で確認したものである。

〔重複〕 第16号住居跡を切って構築されている。

〔平面形・規模〕 平面形は方形を基調とした隅丸方形で、規模は長軸(東西)約5.75m、短

軸(南北)約5.70mである。床面積は約37.7壷である。

〔堆積土〕 4層に大別することができる。 1層は暗褐色の腐植質土で住居内のほぼ全域に広

がり、中央附近では床面まで及ぶ。 2層は炭化物を含む暗褐色シル上層、 3層は黒褐色シルト

層で、いずれも壁沿いに見られる。 4層の黒褐色腐植質層は主に木板の撹乱部分にみられるも

のである。

〔壁〕 地山を壁としているが全体として削平をうけ残りは良くない。南壁は比較的しっかり

しており比較的鋭い立ち上がりを呈するが、他の壁面は皿状に近い緩い立ち上がりである。残

存壁高は南壁17c皿、次いで東、北壁13c皿、西壁は9c皿である。第16住居跡を切っている南西隅

は黄褐色シルトで埋め戻して壁を構築している。

〔床〕 地山をそのまま床としており固くしっかりしている。全体として南から北へ緩かに傾

斜しているがほぼ平坦である。但し、カマド前、南西隅には広く木板による撹乱が床面下まで

及んで床面がこわされている。

〔柱穴〕 住居内に認められたピットはPlへ耳の4個であり、これらは対角線上に位置する

ものである。深さ、形状等からみて柱痕は認められないが柱穴とみられるものである。堆積土
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は、炭化物を微量含む暗褐色シルト1層のみである。

〔カマド〕 北壁中央にとりつけられている。本体は天井部がすでになく両側壁も削平をうけ

残りがよくない。両側壁はシルト及び白色粘土でもって構築されており先端部のおさえや芯材

として土師器の聾や石等が使用されている。燃焼部はやや八手に開き床面には約40cmx50c皿の

範囲に焼け面が認められ、中央部からは杯が正立の状態で出土した。燃焼部内には側壁の崩れ

たとみられるシルトや焼土、炭化物の堆積がみられた。燃焼部から煙道部へは奥壁際で約10c皿

の段差をもち、幅35c皿、長さ165c皿の地山をくりぬいたトンネル状の煙道が緩かな下り傾斜をも

って続いている。煙出部には特に掘り込みはみられない。長軸方向はN-10。-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料は、床面及びカマド内

出土の土師器の他、紡錘車、砥石、側壁等に使用した土師器等がある。

土師器 完形品、復元可能なものを含め実測可能なものは杯6点、高林(脚部) 2点、蛮7

点、甑1点等がある。いずれも製作の際ロクロ未使用のものである。

杯(第5図1へ6)底部形態が丸底のもの(1へ3)と平底風のもの(4へ6)がある。前者は外面体

下部に段が巡るもの(1、 3)と、稜の巡るもの(2)とがある。(1)は体部外南下半に段が巡りそれと対

応する内面に稜(くびれ)がみられる。段から上はやや内湾気味に外傾し、段から下は丸味を

もち底部へとつづいている。調整は段から上はヘラミガキ、下はヘラケズリの後へラミガキが

なされている。内面はヘラミガキされ黒色処理されている。( 3)は底部が欠損しているので正

確な器形は不明だが体部下半に軽い段が巡り、段から上は内湾気味に外傾している。口綾部は

ヨコナデ、段から下はヘラミガキがなされている。(2)は体部外面に積を有し、それと対応す

る内面にも稜がみられる。口綾部は内湾気味に外傾しており稜から下は緩い丸味をもちながら

底部へと続いている。調整は磨滅している部分が多いが内外ともにへラミガキがはどこされて

いる。後者は、いずれも沈線或は稜が巡るものである。器形は体部から口綾部までわずかに丸

味をもって外傾するが(5)はやや直線的である。調整は(4)が内外ともにへラミガキ内面

は黒色処理がなされている。他は摩滅のため調整技法は不明である。

高杯(第5図7、 8)いずれも脚部の一部で内外ともにへラミガキの技法がみられ、杯部

内面は黒色処理がなされている。

蛮 第5図(9へ15) 最大径が口綾部にあり器高が口径より大きいもの(9へ12)、同じ

く器高が口径より小さいもの(13)、最大径が休部にあり器高が休部径より大きいもの(14、

15)がある。

(9へ12)は、いずれも頚部に段が巡り、口綾部と体部が区別されており、口綾部が軽く或

いは強く外反する長胴のもの(9へ11)と底部が欠損しており、正確な器形は不明であるが体
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部中半がふくらみをもち口縁径とほぼ同径の球胴に近いものと推定されるもの(12)がある。

器面調整は口綾部の内外面が、いずれもヨコナデなのに対して′(9)は、体部内外面刷毛目、

(10)は、外面下半に軽いケズリ内面はへラナチ(11)は、外面刷毛目、内面へラナデ(12)

は、内外面刷毛目後一部に軽いケズリがみられる。

(13)は、口縁が外反し頚部に軽い段が巡り口綾部と体部を区画している小形の饗である。器

面調整は、口綾部の内外面はヨコナデ、休部外面は刷毛目、内面は刷毛目後一部に軽いミガ手

がみられる。

(14、 15)は頚部に段が巡り、口綾部はわずかに直立後内湾気味に立ち上っているもの(15)

と口綾部が外債していて体部との区別のないもの(14)とがある。 (14)は、体部下半が欠損し

ているため正確な器形は不明であるが下ぶくれの球胴と推定されるものである。器面調整は

(15)は口綾部の内外面ともヨコナデ体部内外面ともに刷毛目である。又(16)は、外面は、

口唇部にわずかにヨコナデがみられる他は粗い刷毛目、内面の、口綾部のヨコナデ、体部は刷

番 号 

出土冒位 種 別 
舞 姿 

庭 面 
毒高 子c回) 口径 (coo) 俳優 (ロ面) 塵径 (∞) 

分類番号 
外 面 内 面 

1 床 面 土節電(杯) ヘラミガキ・ヘラケズi) ヘラミガキ・黒色処躍 ヘラケズI′ 4.6 16.2 AIal 

2 床 面 土節電(輝) ヘラケズiI ヘラミガキ ふ5 l&2 AIb2 

3 床 面 土節電(時) うつナチ・ヘラミガキ (5.3) 14.2 AI成 

4 床 面 土師喜(杯) ヘラミガキ・ヘラミガキ ヘラミガキ・鼠色処躍 &6 18.9 AⅡ職 

5 ガ マド 土節電(雌) 4.5 !もO AⅡゼ 

6 床 面 土節電(跡) ヘラミガキ ヘラミガキ 4.9 13.4 AⅡゼ 

7 床 面 土節電(高原) ナチ・ヘラ ミ ガキ 黒色処犀 (粛捌 A 

8 床 面 土節電(棚番) ヘラミガキ 鼠色処躍 くくマ思, 
A 

9 床 面 土節電(蔓) ココナチ・刷毛 ヨブナデ 29.5 20.3 7.3 AI●1i 

10 床 面 土節電(聾〉 ヨ ブナア・ケズi ヨブナア 18.6 14.3 ふ4 AI●li 

11 床 面 土師呂(嚢) ヨ ブナデ・刷毛 ヨつナチ・刷毛目 16.6 15.6 (6.1) AIali 

12 床 面 土節旨く嚢) ヨブナア・タ黄 ヨブナア・ヘラナチ (18.6) 23.0 AI"2ii 

13 床 面 土節電(蔓) ヨ ブナデ・刷毛 
" 

ヨコナチ・ヘラナチ 木 筆∴墓 )ま0 13.9 6.5 AOal高 

14 床 面 土節露(蔓) ヨ ブナア・刷毛 ヨコナチ・号薯男 )5.7) 18.2 A皿的 

)5 床 面 土師露(援) ヨ つナチ・刷毛 ヨつナチ・?苦学 09.5) 14.2 A脚色j 

16 床 面 土節電(竃) うつナチ・審芳 ヨブナデ・刷毛目 鑓.6 21.3 9.7 

17 磨 面 鮎∴雑 事 ミガキ うつナチ・刷毛目 えら 5.9 

18 床 面 磨∴∴∴∴石 扇等子 
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毛呂である。 (15)は器種としては壷形土器の中に分類した方がよいのかもしれない。

甑(第5図16)頚部に段が巡り口縁部と休部を区画しており、口縁が外傾している無慮の

ものである。器面調整は□縁部の内外面ともにヨコナデ、休部外面は刷毛目後一部にミガキが

みられる。内面は摩滅のため不明である。

紡鍾車(第5図17)断面が半円形を呈する土製のものである。 (直径5.9cm、高さ2・5cm)表

面はヘラミガキが施されている。

砥石(第6図) 3面が弧状に使用されているもので最大長約20.2c皿、最大幅約8・5c皿、高

さ約5c皿である。石材は淡緑色凝灰岩である。

第2号住居跡(AJ56) (第7図)

〔遺構の確認〕 A調査区の北東、第9号住居跡の東約3 m、第18号住居跡との問の地山面で

確認したものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕平面形は隅丸方形であるo規模は長軸(東西)約4・1m、短軸(南北)約

3.9 mである。床面積は約16.0壷である。

〔堆積土〕 4層に大別することができる。 1層は黒褐色の腐植質土で主に住居の中央部分に

堆積しており、床面までは達していない。 2層は暗褐色のシルト混じりの腐植質土で1層の外

側に主に堆積し、中央附近では、 1層の下にあり床面上にも堆積している。 3層は暗褐色のシ

ルトで2層の外側、壁際に近い方に堆積している。第4層はにぷい褐色のシルトで主に地山の

崩れたものとみられ壁際に堆積し、カマド近くでは焼土、炭化物を含んでいる。

〔壁〕地山を壁としており、最も残存状況の良好な南壁で約22c皿、他は17へ18c皿である。壁

の立ち上がりは比較的急である。

〔床〕 地山をそのまま床としており囲いが、床面には小礫が突出しており、凹凸が激しい。

全体として北から南にわずかに傾斜している。

〔柱穴〕 住居内にピットは認められない。

〔カマド〕 北壁中央にとりつけられている。燃焼部と煙道部よりなる。本体は天井部が崩落

して既にない。西側壁は黄褐色シルトでもって構築されており、左側壁には芯材として土師器

のカメの下半底部が入れてあった。燃焼部は平坦であり、住居外に当たるところより緩い傾斜

でそのまま煙道部へと移行している。両側壁及び底面は熱をうけ赤変し固くなっている。又、

中央部には支脚石とみられるやはり熱のため赤変した丸い川原石があった。燃焼部内の底面に

小ピットがあるが支脚石と関連あるものかどうかは不明である。煙道部は長さ約160c皿、幅約40

c皿で、特に煙出しのためのピットはみられない。煙道部の底面は木根により一部こわされてい

る。長軸方向はN-180-Wであるが、これに対して燃焼部はやや西寄りにずれている。
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第8図 第2号住居跡出土遺物
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〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料は床面出土の土師器が

ある。

土師器 完形品、復元可能なものを含め実測したものは、大小の蛮5点である○

褒(第8図1へ5)最大径が□縁にあるもの(1へ3)と、最大径が休部にあるもの(4、

5)とがある。前者はいずれも肩部に段を有し、口縁部が外反或いは外傾するもので特に(1)

は口径に対して器高が特別に高い胴長の饗である。器面調整は、口綾部内外面は一部刷毛目を

残しているところもあるがヨコナデである。体部外面は刷毛目のもの(2、 3)一部へラミガキを

しているもの〈1)があり、内面についても(1、 3)は刷毛目、 (2〉はミガキ、ナデが施されているo

次に、後者は体郡上半から口綾部にかけて欠損しているため、正確な器形は不明であるがい

ずれも球胴とみられるものであり休部内外面にヘラミガキが施されているものである。 (5〉は木

葉底でモミ痕がみられる。これらはいずれもロクロ未使用の土師器である。

(出土遺物観察表)

番 号 

出土屈位 種 別 
調 整 

底 面 
器高 (Cn) 口径 (C。) 体径 (C。) 底径 (COO) 

分類番号 
外 面 内 面 

1 床 面 土師器(麓) ヨブナデ・へラミガキ ヨコナチ・刷 毛 目 32.5 17.5 7.5 AIal" 

2 床 面 土師器(纏) ヨブナデ・刷 毛 目 ヨコナチ・具ラモガ里 
(21.2 17.5 AIa= 

3 床 面 土師器(難) ヨコナチ・刷 毛 目 ヨコナチ・刷 毛 自 ナチツケ 18.0 14.5 6.5 A重a= 

4 床 面 土師器(麓) へラミガキ へラミガキ 木蓮辰 (10.5 13,5 7.0 AⅢa 

5 床 面 土師器(捷) へラミガキ 
へラミガキ 刷毛日 

木葉魔 (12.8 7.5 A皿a 

第3号住居跡(RB53) (第9図)

〔遺構の確認〕 B調査区の北端ほぼ中央、第9号住居跡の南約5皿、第4号住居跡との間の

拙山面で確認したものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 平面形は隅丸方形である。規模は長軸(東西)約3.9m、短軸(南北)約

3.5皿である。床面積は約13.7Ⅱ子である。

〔堆積土〕 7層確認されたが4層に大別することができる。 1層は、黒褐色の腐植質土で住

居の中央部分を中心に堆積しており、床面には達していない。 2層は褐色のシルトで壁沿いを

のぞくほぼ全域に堆積している。 3層はおよそ住居の西半分の壁沿い近くに堆積しているもの

である。 4層は暗褐色のシルトで壁際に堆積している。

〔壁〕 地山を壁としており、立ち上がりも急でしっかりしている。残存状況の良好な北壁は

約30c皿、その他は25cⅢ前後の壁高である。
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(出土遺物観察表)

番 。 方 

出土層位 種 別 
調 整 

底 面 
嵩高 (Cm) 口径 (C鳳) 体径 (Cm) 底径 (Cm) 

分類番号 
外 面 内 面 

1 床 面 土師器(雄) ヘラミガキ・ヘラミガキ へラミガキ・黒色処理 ミ ガ キ 4.7 15.4 A工al 

2 3の蜜の中 土師器(杯) へラミガキ・へラミガキ へラミガキ・黒色処理 ミ ガ キ 5.3 18.l AIc2 

3 カマド内 土師器(蛮) ヨ コ ナデ・刷毛目 ヨ コ ナデ・ナ デ 
・臆

; 31.5 18.2 7.7 AIal 

4 カマド内 土師蕾(蛮) ヨ コ ナデ・刷毛目 ヨコナデ・刷毛目 (16.0) 20.1 AIal 

5 i床 面 土師器(蛮) ヨコナデ・男妾号 ヨ コ ナデ・ナデ 20.5 15.1 6.7 AIal l 

6 床 面 土師器(蜜) ヨ コ ナデ・ケズリ ヨコナデ・刷毛目 木 葉 底 17.6 16.5 6.8 AIali 

7 床 面 土師器(蛮) ヨ コ ナデ・刷毛目 ヨコナデ・刷毛目i 15.8 15.6 (6.2) AIalii 

i l l i - I i = i I

第10図 第3号住居跡出土遺物(1)

-67 一



ー上餅田遺跡「

第11図 第3号住居跡出土遺物(2)

〔床〕 地山をそのまま床としており、平坦で固い。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマド〕 北壁ほぼ中央にとりつけられている。本体はすでになく燃焼部と煙道部よりなる〇

両側壁は黄褐色シルトで固めて構築されている。燃焼部は奥行約60c皿、幅約40c皿、床面は熱を

受けて赤変し固くなっている。又、焚き口部のところには天井部を構築する際使用したとみら

れる長さ約50c皿、径20c皿の長楕円状の川原石がカマドの方向に対して横方向に倒れ、その支柱

に使用したとみられる川原石も内側に折れて倒れていた。燃焼部中央に支脚として使われたと

みられる熱で赤変した径10c皿の川原石があった。煙道へは奥壁でやや上り、その後緩かな傾斜

でもって下った後、わずかな登りでもって煙出部に至る。煙出部には煙道底面より約30cⅢ低い

径20c皿の煙出しピットがある。なお、煙道の規模は長さ約150c皿、幅約30c皿である。この煙道の

底部は地山でなく黒褐色土中に微量の炭化物が認められ、深く地山まで掘り込み煙道として使

用し、その後、埋め戻して再び使用したことも考えられる。長軸方向はN-18。-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料は、カマド内、及びカ

マドの両脇床面等より出土した土師器がある。

土師器 完形品 復元可能なものを含めて実測したものは杯2点、蛮5点であり、いずれも

製作に際しロクロ未使用のものである。

杯(第10図1、 2)いずれも底部形態が丸底のものである。これには体部外面下半に段の巡

るものと、無段のものがある。 (1)は体部外南下半に段が巡り、それと対応する内面にくびれが
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みられる。段から上は外傾気味に口縁に向い口唇近くでやや内湾するもので、下方は丸味をもっ

て底部へと続く。器面調整は内外ともにへラミガキで内面には黒色処理が施されている。 (2)は

体部中半よりやや内湾する口縁をもち下半は丸味をもって底部へとつづく。器面調整は内外面

ともにへラミガ寺、内面は黒色処理されている。

蛮(第10図3へ5、第11図6、 7)いずれも最大径が口綾部にあり、器高は口径より大きいも

のである。頚部には段、或いは軽い段が巡り口綾部と体部を区画している長胴のものである。

その中で(4)は口綾部の下に二重に段が巡っている。口綾部が外傾気味のもの(3、 4、 6)と外反

するもの(5、 7)とがある。器面調整は口綾部内外面ともに-部刷毛目痕を残しているものもあ

るのかヨコナデである。体部外面については、 (6)がへラケズリ、 (5〉は下半にヘラケズリがみら

れる。他はいずれも刷毛目であり、内面については(3、 5)が単位は不明であるがナデの他はい

ずれも刷毛目である。なお(6〉の底部は木葉底であるがモミ痕がみとめられる。

第4号住居跡(BC59) (第12図)

〔遺構の確認〕 B調査区の南側第3号住居跡の南東約3皿の地点の地山で確認したものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 平面形はやや胴張りの隅丸方形である。規模は長軸、短軸ともに約7.9m

であり、床面積は62.4壷と本遺跡の中で最も広い。

〔堆積土〕 3層に大別される。 1層は黒褐色の腐植質土で径2へ3c皿の小礫を多く含むもの

で主として住居の中央附近を中心に堆積し、床面には撹乱部分を除き堆積していない。 2層は

暗褐色のシルトで1層と同じように径2へ3皿の小礫を多く含むもので、住居のほぼ全域にわ

たり堆積し、床面のほとんどの部分に広がる。 3層は褐色のシルトで地山の明褐色土を含み礫

も多い。床面の低い部分に堆積している。

〔壁〕 地山をそのまま壁としているものであるが壁面には礫が多く小さい凹凸が多い。壁の

残存状況は約20へ22c血であり、壁の立ち上がりは比較的急な立ち上がりを呈している。

〔床〕 地山をそのまま床としているものであるが床面は小さな凹凸が激しく径2へ3c皿の小

礫が多く出ている。小礫をびっしり敷きつめたような様相を呈している。

〔柱穴〕 床面上より検出されたピットは6個である。そのうち対角線上に存在するPIへ鼠

の4個のピットは、他の2個に比較して深いものであり、位置、形状等から柱痕は認められな

いがそれらに該当するものとみてよいものであろう。壁土は黒褐色の腐植質土と地山のシルト

の混じった灰黄色シルトの2層である。

〔カマド〕 北壁の中央にとりつけられている。検出されたカマドは燃焼部のみで煙道部にあ

たる部分が丁度上部よりの撹乱が及んでおり、煙道部が当初より無かったものか、完全に被

かいされてないものが判然としない。奥壁部分の立ち上がりの様子からみると前者の線が強い。
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カマド本体の天井部は既になくシルトで構築された両側壁の残存状況も非常に悪く左側壁はか

ろうじて形をとどめている状態である。燃焼部は奥行約50c皿、幅約60c皿の舌状を呈し、底面は

平坦である。焼土の堆積はあるが熱のための変化はあまりみられない。底面中央附近には、支

脚として使用したとみられる熱で赤変した小聾が2個ふせた形で並んで出土した。又、焚口部

にはカマド本体を構築した時に使用したとみられる長さ約60cm径約25c皿、長さ30c皿、径15c皿前

後の楕円状の石が倒れていた。長軸方向はN-10○○Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料は、カマド内出土、及びカ

マドの両脇やその他の床面より出土した土師器がある。

土師器(第13図1へ19) 完形品及び復元可能なものを含めて突刺したものは杯3点、高杯

2点、聾12点、甑2点である。いずれも製作に際してロクロ未使用のものである。

杯(第13図1へ3) 底部形態が丸底のもの(1、 2)、平底風のもの(3)がある。体下部外面に

段の巡るもの(2、 3)、わずかに沈線の巡るもの〈1〉がある。いずれも、対応する内面にくびれを有

するものである。器形は(1)は段から上は外傾気味に内湾し、 (2)は外傾気味に内湾し口唇部近く

で直立しているものである。又、 〈3)は大形の杯で段より上は外傾し下半はやや直線的に底部に

つづいているものである。器面調整は、内外面ともにへラミガキがなされ(1、 2)は内面が黒色

処理されている。

高坪(第13図4、 5)いずれも丈が低く外方へ開いた脚部を有するもので杯部体下部に段が

巡っており対応する内面にくびれのみられるものである。林部の形態はいずれも段より上が外

に開く外傾気味のものである。脚部は(4)は内湾気味に「八の字」に開き、 (5)は直線的に「八の

字」に開くもので(5)は中央に段が巡る。器面調整は内外面ともにていねいなミガキであり、内

面は黒色処理されている。

蛮(第13図6へ15、第14図16へ17) 最大径が口綾部にあり器高が口径より大きいもの(6

へ9)、同じく器高が口径より小さいもの(10-15)、最大径が休部にあり体径より器高の大

きいもの(16、 17)がある。器高が口径より大きいものは、いずれも頭部に段が巡り口綾部と

体部を区画しているものであるが、いずれも体部下半から底部にかけて欠損しているもので正

確な器形は不明であるが胴部がやや直線的な長胴のものと思われる。口綾部は直立外反するも

の(6)、外反するもの(7、 8)、直立気味のもの(9)がある。器面調整は口綾部の内外面は一部刷毛

目痕を残しているものもあるが、いずれもヨコナデ、体部外面は一部ケズリのみられるもの(9)

もあるが刷毛目である。また内面はいずれも刷毛目である。

次に、器高が口径より小さいものは、頚部に段が巡り口綾部と体部を区画しているもの(10

-13)と無段のもの(14、 15)がある。これらはいずれも口綾部がわずかに外反するか直立気
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番 号 

出土屈性 種 別 
調 整 

底 面 
嵩高 -(関) 口径 (調) 僻至 (餌) 庭径 (∞)- 

分類番号 
外 面 内 面 

1 床 面 土師器(坊) ヘラミガキ・ヘラミガキ ヘラミガキ・黒色処理 へラミガキ 5.5 16.2 A工bl 

2 床 面 土師琶(杯) へラミガキ・ヘラミガキ ヘラミガキ・黒色処理 ヘラミガキ 8.1 17.8 AIal 

3 床 面 土師蓄(杯) ヘラミガキ・ヘラミガキ ヘラミガキ へラミガキ 9.8 28.8 AIal 

4 床 面 土師蓉(高塚) ヘラミガキ・へラミガキ ヘラミガキ・黒色処理 8.0 18,2 8.7 AⅡb 

5 床 面 土師巻(病婦) ヘラミガキ・ヘラミガキ ヘラミガキ・黒色処理 9.6 17.3 10.2 AOb 

6 ・床 面 土師善(妻) ヨコナチ・刷毛目 ヨブナデ・刷毛目 (19.0) 25.0 AIal l 

7 床 面 土師萬(嚢) ヨ コナデ・刷毛目 ヨコナデ・刷毛目 24.5) 22.5 AIal 1 

8 床 面 土師醤(聾) ヨコナチ・刷毛目 ヨコナデ・刷毛目 (15.8) 22.8 AIal 1 

9 床 面 土師善(饗) ヨ コ ナデ・ケズi) ヨコナチ・刷毛目 11.2) 11.3 AIbl l 

10 床 面 土師琵(褒) ヨ コ ナデ・刷毛目 ヨコナデ・刷毛目 11.7 14.7 7.0 AIal 

11 カマド内 土師蓄(響) ヨ コ ナチ "

ミ ガキ ヨコナチ・刷毛目 10.0 12.8 5.9 AⅡal l 

12 床 面 土師善(痩) ヨ コ ナデ・ミ ガキ ヨコナチ・刷毛目 12.8 13.3 AⅡal l 

13 カマド内 土師詮(蜜) ヨ コナチ・刷毛目 ヨブナデ・刷毛目 (10.8) 14.2 AOal 

14 床 面 土師琶(疲) ヨ コナチ・刷毛目 ヨブナデ・刷毛目 16.2 16.3 7.8 AⅡbl 

15 床 面 土師善(褒) ヨ コ ナデ・ケズリ ヨコナチ・刷毛目 13.2 15.4 5.8 AⅡbl 

16 床 面 土師蕾(蜜) ヨ コナデ・刷毛目 ヨコナチ・刷毛目 木 葉 庭 23.2 16.6 22.2 8.0 AⅢ盤 

17 床 面 土師醤(嚢) 刷毛目 へラナチ (10.2) 12.3 AⅣa 

18 床 面 土師茜(韻) コ コ ナデ・刷毛目 刷毛目・刷毛目 19.3 19.0 6.8 

19 床 面 土師蓉(韻) ヨ コナデ・刷毛目 刷毛目・刷毛目 17.5 18.5 7.7 

第14図 第4号住居跡出土遺物(2)
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味の小形の聾である。器面調整は口綾部の内外面はいずれもヨコナデ、休部外面は刷毛目後へラ

ミガキをしているもの(11、 12)、ヘラケズリがみられるもの(10、 15)があり、その他は、

刷毛目である。なお、内面は、いずれも刷毛目である。

体径より器高の大きいものはいずれも頚部に段が巡り、口綾部と体部を区画しているもので

u6〉は最大径が胴部中半にあり、 □綾部は直立し、 □縁端がやや内傾気味の球胴であり、 u部お

口綾部と底部を欠くが球胴のものと推定されるものである。器面調整は、 06〉は、口綾部内外面

は刷毛目痕を残しているがヨコナデ体部内外面は刷毛目であり、帆は体部外面は刷毛目、内

面はヘラナデである。

甑(第14図18、 19) いずれも無底のもので、口綾部に段が巡り口綾部と休部を区画してい

るもの欄と沈線のめぐるもの脚でいずれも体部から口縁部にかけて外傾気味の器形をしている

ものである。器面調整は、口綾部外面は刷毛目痕を残しているがヨコナデ、口綾部内面、休部

内外面は刷毛目である。なお、底部近くには軽いケズリがみられる。

第5号住居跡(BJ56) (第15図)

〔遺構の確認〕 B調査区の南東、 C区にまたがる地点で第23号住居跡と北壁をほぼ接するよ

うな形で確認されたものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 平面形は隅丸方形である。規模は、長軸(東西)約4.3皿、短軸(南北)約4.2m

である。床面積は約18.1壷である。

〔堆積土〕 3層に大別することができる。 1層は黒褐色の腐植質土であり住居の中央附近を

中心に堆積しており中央部では一部床面に達している。 2層は暗褐色のシルトで炭化物や小礫

を多く含んでおり壁沿い近くより中央に向って堆積し-部床面にも堆積している。 3層は地山

のシルトの混じった暗褐色のシルトで壁際から中央に向って床面に堆積しており、中央部には

ほとんど堆積しておらない。

〔壁〕 地山を壁としており、残存状況も比較的良好であり残存壁高は北壁で約26c皿で他もそ

れに近い残り方を示している。壁の立ち上がりは比較的にゆるやかである。

〔床〕 床面は地山をそのまま床としており固くしまっている。やや南に傾斜しているがほぼ

平坦である。

〔柱穴〕 住居内からはPlへ韓 まで5個のピットが検出された。そのうち柱痕はみとめられ

なかったがPl-Rピットが位置、深さ等から、それに該当するものと思われる。なお、中央部

に存在するP5も、位置、深さ等から上屋構造を支える働きをしたものの跡とも考えられるが性

格的には不明である。

〔カマド〕 北壁中央にとりつけられている。燃焼部と煙道より成る。燃焼部と煙道の取り付
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け部分には、灰白色のシルトでトンネル状にカマド部分を覆ったとみられる天井部の一部が存

在し、又、両側壁はシルト及び白色の粘土質シルトで構築されていた。燃焼部の規模は、奥行

約80c皿、幅約50c皿で焚き口部が広い「八の字」形を呈しており、底面は床面よりやや高くなっ

ておりあまり熟をうけた様子が認められない。燃焼部の中央には支脚として使用したとみられ

る土師器の饗の他、破片が多く存在した。煙道部へは燃焼部奥壁際で約10c皿の段差をもって煙

道へと移行している。煙道は長さ約130c皿、幅35c皿の煙出部に向ってやや登り気味のものであ

り、煙出部のピットは皿状で特に深く掘り下げられていない。長軸方向はN-10o-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料としては、カマド内及

び床面出土の土師器がある。

土師器 完形品、復元可能なものを含めて実測したものは杯2点、高杯1点、饗6点である。

(2)は製作に際してロクロ使用したものであり、他はロクロ未使用のものである。

杯(第16図1、 2) (1)は、底部形態が丸底で、体部外面下半に段を有し、対応する内面にも

くびれの認められるものである。段より上は内湾気味に外債する口縁を有するもので、器面調

整は、体部外面は段より上がヨコナデ、下がケズリ、内面はミガキであり、黒色処理されてい

る。 ( 2)は回転糸切りの平底のもので、摩滅のため単位は不明であるが一部周辺を再調整し

てある。底部近くよりやや外債気味に立ち上り口綾部近くで直立する口縁を有している。器面

調整は外面はロクロ、内面はヘラミガキで黒色処理されている。

高杯(第16図3)杯部は体部下半に稜が巡り対応する内面にも稜が巡る。それより上はやや

外傾気味の□綾部である。又、脚部は「八の字」に開くもので杯部に比して少し低く小さめな

ものである。器面調整は内外面ともにていねいなヘラミガキで内面は黒色処理されている。な

お、杯部の切り離し技法は調整のため不明である。

蛮(第16図4へ9) 最大径が□綾部にあり、器高が口径より大きいものと最大径が体部に

あり器高が体径より大きいもの(同じもの)がある(8、 9)。前者は、頚部に段を有し、体部と区画

(出土遺物観察表)

番 号 

出土〇位 種 別 
お 墓 

塵 面 馨 高 
口径 (c") 体径 ((寒) 

庄∴径 
でC") 

分 頬 番 号 
外 面 内 面 

1 床 面 土師馨(杯) つつナチ・ケズリ 
へラミガ千・原色処理 へ‾ミガキ・原色処理 

ケズリ 

( ( 

5. 9 6 0 0 9 ① I ㊦ ㊦ ② 

14 05 4 6 

28.重 

(88) A B 

al 

2 3 

床

面 床面 土田口蓋(坪) 土師葛(杯) 

ロクロ 

フ、 ミガ千・黒色処理 

ナア 1 23 

0 8.1 B b 

4 床 面 土師馨(嚢) うつナチ 刷毛目 うつナチ・刷毛目 .5 8.6 A ali 

5 床 面 土師馨(饗) ヨブナア へラミガキ ヨブナア・刷毛目 

木葉磨 木葉瞳 20 l 鋤I 2 

.0 

7.8 7.3 

A al画 

6 7 8 

カマド内 床

面 床面 土師葛(饗) 土師馨(聾) 土師器(聾) ∋コナラ つつナチ ョコナチ へラミガキ 刷毛日 劇毛呂 

つつナチ・劇毛目 

.5 .5 .3 A A A alII b高 a3ii 

9 10 11 

床

面 播種土 椎強土 土師籍(霊) 土師馨(聾) 土節葛(杯) 

刷毛且 劇毛目 

国語糸切り へラ切り (2 ( ( 

25.2 

8.8 6.1 (8.1) AⅢa2 C 
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しているもの(4へ6)と無段のもの(7)がある。、これらは口縁部が外反、外傾するもので胴部

中央がややふくらむ長胴形で、器面調整は、口綾部内外面はヨコナデがほとんどで一部(5〉の内

面にミガキがみられる。休部は、外面にミガキのみられるもの(5、 6)、内面にナデのみられる

もの(5)の他はいずれも刷毛目である。

後者についてみると(9)は口綾部を欠くため正確な器形は不明であるが(8)は口綾部が「く」の

字に外側に外反するもので、最大径が胴部中半よりやや上部に存在する球胴のものである。器

面調整は口綾部はヨコナデ、他は刷毛目である。

〔堆積土出土遺物〕 (第16図10、 11)

00〉は土師器の小輩と推定されるものの底部で回転糸切りのもの、 01〉はへラ切りの須恵器杯底

部である。

第6号住居跡(AJ12)(第17図)

〔遺橋の確認〕調査区の北西、第1号住居跡のすぐ南東、約1 mの地山面で確認された○

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 平面形はやや胴張りを呈する隅丸方形で、規模は長軸(東西)約6・5m、

短軸(南北)約6.4mである。床面積は約41.6壷である。

〔堆積土〕 6層に大別することができる。 1層は黒褐色の腐植質土で住居内のほぼ中央にみ

られるもので後世に掘り込まれたとみられるピットに堆積していたものである。1′層は、同質

のもので地山のシルトの混じりが多い。 2層は極暗褐色の腐植質土でこれは住居跡中央附近に

広がり一部は床面まで堆積している。 3層は暗褐色土で壁際近くから中央附近に向って堆積し

ており、 4、 5層の補色土は主に壁際に堆積している。 6層の褐色土はカマド附近に堆積して

いるもので特に土師器片を多量に含んでいる。

〔壁〕 地山を壁としているもので北壁の北東側が一部撹乱により約1 mばかりこわされてい

るが、他は比較的残りが良好で壁の立ち上がりもやや鋭い立ち上がりを示しているところが多

い。壁高は南壁の残存の良好なところで約20へ23c皿である。

〔床〕 地山をそのまま床としておりはぼ平坦で固くしっかりしている。中央部分は後世の摺

り込みにより床面がこわされている。

〔柱穴〕 床面上から検出されたピットは中央のピットを含め5個である。そのうち、対角線

上にあるPlへP。の4個が深さ形状等がそれに該当するものとみられるものである。

〔カマド〕 北壁のほぼ中央にとりつけられている。燃焼部と煙道部とからなる。燃焼部の天

井部分はすでになくシルトで構築された両側壁のみが残存していたものである。燃焼部は奥行

約80c皿、幅約30c皿の楕円状を呈し、床面にはわずかに焼け面が認められた。又、焚き口部には、

カマドの本体部に使用されたとみられる長さ約50c皿、巾約20c皿の長橋円形の川原石がカマドの
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方向に対して横方向に、そして、両側壁の先端には、それぞれ支柱として使用されたとみられ

る長さ約25c皿へ30c皿、幅約15mの楕円形の川原石が倒れていた。又、右側壁には芯材として饗

の下半部をふせて使用していた。燃焼部内からは土師器の蛮2個体の他、杯、その他多くの破

片が出土している。燃焼部から煙道へは奥壁際で約10c皿の段差をもち、長さ約100c皿の地山を

くりぬいたトンネル状の煙道が続いていた。煙出し部は煙道部より一段高く浅い皿状であり掘

り込みは認められない。長軸方向はN-360-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料は床面及びカマド内出

土の土師器がある。

土師器(第18・ 19図1へ22)完形品、復元可能なものを含め突刺したものは、怨1点、杯4点、

高台杯1点、饗14点、壷形土器2点等がある。いずれも製作に際してロクロ未使用のものであ

る。

蟹(第18図1 )底部形態が丸底で体部下半から内湾して丸味をもって口縁に至るもので口

縁径に比して体部径が大きいものである。器面調整は外面がヘラミガキ、内面はナデである。

杯(第18図2へ5) 底部形態が丸底のものでいずれも外面体下部に段或は稜の巡るもので

ある。 ( 2)は体部外面に軽い段がつき対応する内面に稜がみられる。段から上はやや内湾気味

に外傾し、段から下は丸みをもって底部へと続いている。器面調整は内外ともにへラミガキ、

内面には黒色処理が施されている。(4、 5)は大形の杯で、やはり体部外面に軽い段がつき対

応する内面にくびれがみられる。段から上はほぼ直線的に外上方に張り出し下部は丸味をもっ

て底部へつづく。器面調整は、外面は段から上がへラミガキ、下部は刷毛目をそのまま残して

おり、内面はヘラミガキで仕上げている。 (3)は体部下半外面に稜が巡り、それに対応する稜が

内面にあるものである。段から上は外傾し、口唇部近くから直交している。下部は丸味をもっ

て底部へつづく。器面調整は内外ともにへラミガキ、内面は黒色処理が施されている。

高杯 (6)は林部のみで脚部を欠いているもので、外面体部下半には段が巡り対応する

内面にくびれがみられる。脚部に接合する近くは強く外傾し、段から上もやはりやや直線的に

外傾している。器面調整は、内外面ともヘラミガキ、内面は黒色処理が加えられている。

蛮(第18図7へ11、第19図12-20) 最大径が口綾部にあり器高が口径より大きいもの、(7

へ13)同じく器高が口径より小さいもの(14、 15)最大径が休部にあり器高が体径より大きい

もの(16、 17)同じく器高が体径より小さいもの(18へ20)がある。

器高が口径に比べて大きいものは、頚部に段を巡らさないもの(7へ9、 13)と、段を巡ら

し口綾部と体部を区画しているもの(10-12)がある。器形をみると無段のものは、口綾部が

内湾気味に外傾しているもの(8〉と、外反するもの(7、 13)がありいずれも胴部中半がやや丸
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(出土遺物観察表)

番 号 

出土届位 穣二∴∴眉i」 

調 整 
底 面 

器高 (c田) 口径 (c面 体径 (〇回) 底径 (coo) 

分類番号 
外 面 内 面 

1 床 面 土師器(鍍) へラミガキ・へラミガキ ナチ へラミガキ 6.0 8.1 AIC2 

2 床 面 土師器(杯) へラミガキ・へラミガキ へラミガキ・無色処理 へラミガキ 4.5 14.8 AIa2 

3 床 面 土師器(杯) へラミガキ・へラミガキ へラミガキ・黒色処理 へラミガキ 5.9 (16.7 AIaI 

4 床 面 土師器(杯) へラミガ千・刷毛目 へラ ミガキ 刷毛目 7.6 23.0 AIal 

5 カマド内 土師器(杯) へラミガキ・刷毛目 へラミガキ 刷毛目 7.4 23.8 AIaI 

6 カマド内 土師器(商杯) へラミガキ・へラミガキ へラミガキ・照色処理 (6.8) 15.6 AⅡ 

7 床 面 土師器(嚢) ヨコナデ・ナチ ヨブナデ・魔ナチ 木葉底 28.5 21.9 7.1 AIbl= 

8 床 面 土師器(嚢) ヨコナチ・刷毛目 ココナチ・刷毛目 33.4 22.9 (7.8 Atb2I 

9 床 面 土師器(蝿) ヨコナチ・鷺宮 
ヨコナチ・刷毛目 28.2 20.9 8.4 AIb画 

10 床 面 土師器(轟) ヨコナデ・ケズリ ヨコナチ・刷毛日 29.1 20.3 7.8 AIa=l 

】l 床 面 土師器(蝿) ココナチ・刷毛目 ヨつナチ・刷毛目 (21.8) 20.5 AIa2Ii 

12 床 面 土師器(聾) ヨコナデ・ケズi) ヨコナデ・刷毛目 19.4 17.2 6.8 AIblii 

13 床 面 土師器(嚢) ヨコナチ・刷毛目 ヨコナチ・刷毛目 12.7 11.4 5.7 AIb=I 

14 床 面 土師器(聾) ヨコナチ・刷毛目 ヨブナデ・刷毛目 14.3 15.1 7.3 AⅡall 

15 床 面 土師器(嚢) ヨコナチ・刷毛目 ココナデ・刷毛目 14.2 15.0 6.2 AⅡali 

16 カマド内 土師器(聾) ヨコナチ・ケズI) つつナデ・刷毛目 32.5 (18.0 20.8 8.4 AⅢa2II 

17 床 面 土師器(聾) ヨコナチ・刷毛目 ヨコナデ・刷毛目 28.0 19.2 27.4 8.5 AⅢa2= 

18 床 面 土師器(嚢) へラミガキ 刷毛目 (29.8) 43.9 9.9 AⅣa2 

19 床 面 土師器(嚢) ヨつナチ・刷毛目 ヨコナデ・ナチ (8.2) 11.2 13.2 AⅣa = 

20 床 面 土師器【嚢) 刷毛目 ナデ (7.9) 13.6 3.8 AⅣb2 

21 床 面 土師器(垂) ヨつナチ・へラミガキ ココナデ・ナデ へラミガキ 】7.1 9.8 15.2 8.8 

22 床 面 土師器(窒) ココナデ・へラミガキ ヨコナチ・ナチ (13.4) 12.4 18.8 

23 堆 積 土 土師器(嚢) ヨコナデ・刷毛目 ヨつナデ・刷毛目 (17.8) 21.9 AIalii 

24 堆積 土 土師器(嚢) ヨコナチ・刷毛目 ココナデ・刷毛目 27.3 重7.8 26.7 8.0 AⅢa2Ii 

味をもって張る長胴である。器面調整は、口綾部内外面はいずれもヨコナデ、休部については

内外面にナデのみられるもの(7)と、いずれも刷毛目のもの丑3)がある。一方、有段のものについては、

口綾部が軽く、或は鋭く外反する長胴で器面調整は、口綾部の内外面はいずれもヨコナデ、体
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部外面は、ケズリのあるもの(10、 12)、刷毛目のもの(11)があり、内面はいずれも刷毛目で

ある。

次に、器高が口径より小さいもの(14、 15)は、いずれも頚部に段を巡らし口綾部と体部を

区画しているもので、口綾部は直立気味にやや外傾しているもので、頚部径と口縁径がほぼ同

じ浅い胴部を有するものである。器面調整は、口綾部内外面はいずれもヨコナデ、体部内外面

は刷毛目である。

器高が体径より大きいもの(16、 17)は、頚部に段が巡り口綾部と体部を区画し、口綾部は

直立外反するもので、いずれも最大径が胴部中半にあるもので(16)は長胴、 (17)は球胴のも

のである。

次に、器高が体径より小さいもの(18へ20)は、いずれも口綾部や底部が欠損しており正確

な器形は不明であるが、最大径が体部中半にあり楕円形に近い胴形を呈しているものである。

(19、 20)は成形の際の巻き上げ痕が段状に内面に残っており、かなり雑な成形をしているも

のである。器面調整は(18)は休部外面はヘラミガ寺、内面は刷毛目、(19、 20)は、休部外面は

刷毛目、内面はナデである。

壷(第19図21、 22) (21)は頚部に段がなく、口縁部が直立外皮する長顕の壷で、体部は楕円

状を呈し、底部は平底である。器面調整は外面は口唇部近くはヨコナデ、その他頚部から体部

そして底面にかけへラミガ手が施されている。内面の単位は不明である。刷毛目後ナデが施さ

れている。 (22)は底部が欠損しており正確な器形は不明であるが頚部に段が巡り、口綾部は内

湾気味に外傾しているものである。器面調整は、口綾部の内外面はヨコナデ、体部外面はヘラ

ミガ手、内面は単位は不明であるがナデが行われている。

〔堆積土田土遺物〕 別表の如く、堆積土より多量の土師器が出土したが、実測したものは蛮

2点である。

土師器 いずれも製作に際しロクロを使用していないものである。

蓬(第20図23、 24) 最大径が口綾部にあり器高が口径より大きいと推定されるもの(1)と

最大径が体部にあり器高が口径より大きいもの(2)がある。前者は、頚部に段が巡り、口綾部

と休部を区画し、口綾部が外反する長胴である。後者は、やはり頚部に段が巡り、口綾部と体

部を区画し、口綾部が外反し、最大径が体部中半にある球胴である。器面調整は、口綾部は内

外面ともにヨコナデ、体部は、内外面ともに刷毛目である。

第7号住居跡(RC15) (第21図)

〔遺構の確認〕 B調査区の西、第6号住居跡の南西約3皿の地点の地山面で第8号住居跡と

西壁を接する形で検出されたものである。

〔重複〕第8号住居跡(BC21)によって西壁の北半が切られている。
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〔平面形・規模〕平面形は、方形を基調とした隅丸方形である。規模は長軸(東西)約5・8

m、短軸(南北)約5.6mである。床面積は約32.5壷である。

〔堆積土〕 4層確認できたが2層に大別することができる。 1層は礫の入り方の多少により

異なりがみられるが、いずれも腐植質土で、主に住居の中央附近に堆積している。 2層は、赤暗

褐色のシルトで明褐色の地山のシルトがまじるものであり、壁際より中央にかけて堆積し、一

部は、第8号住居跡の壁となっている。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としている。西壁の北半分は第8号住居によってこわされており、南

東隅の壁は撹乱によって一部こわされている。残存壁高はいずれも9cⅢ前後であり、立ち上が

りは比較的急である。

〔床〕 地山をそのまゝ床としており、ほぼ平坦で固くしっかりしている。南東隅は、撹乱が

床面まで及んでおり一部がこわされている。

〔柱穴〕 床面上から検出されたピットは対角線上にあるPl-P4のピット4個である。これ

らは位置、形状、深さ等から柱痕は認められなかったがそれに該当するとみられるものである。

埋土は、小礫を多く含む褐色のシルト一層のみである。

〔カマド〕 北壁中央にとりつけられている。燃焼部と煙道部よりなる。本体の天井部は既にな

くシルトで構築されている両側壁も削平されて扁平な残存状態である。燃焼部の規模は幅約50

cm、奥行約80cmで、ほぼ平坦であり、底面は熱を受けて赤変している。又、底面より土師器の

カメの下体部分二個体が出土しており、支脚として使用された可能性がある。煙道部へは奥壁

との段差もなくそのまゝ移行しており、やゝ下りながら煙出部に至る。煙出部にはピットは認

められない。規模は長さ約140c皿、幅約30c皿で、煙道の底面には他の住居のそれと較べて比較

的多くの焼土がみられるのが特徴である。長軸方向はN-40。-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 いずれも認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用の年代を決定するための資料は、カマド内及び床面

出土の土師器、紡錘車等がある。

土師器 完形品、復元されたもの等を含めて実測したものは、高台付杯1点、襲7点である。

いずれも製作に際しロクロ未使用のものである。

高杯(第22図1 ) 杯部は外面体部下半に段が巡り、それに対応する面にくびれがみられる。

器形でみると脚部に接合する近くはや→内湾気味で段より上は外傾気味の杯である。

脚部は「八」字形に外反しており、杯部に比較して低い脚部である。器面調整は、杯部外面、

口唇部近くにヨコナデがみられる他、杯部、脚部の内外面ともにへラミガキされ、内面は黒

色処理されている。又、外面全体に「朱」が塗られている。なお、杯部の切り離し技法は不明

である。
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重(第22図2へ8) 最大径が口綾部にあり器高が口径より大きいもの(2、 3)と、最大径が

体部にあり、器高が体部径より大きいものと、(4、 5)小さいもの(6へ8)とがある。(2、 3)

は頚部にわずか沈線状の軽い段が巡り体部と区画しているもので、口綾部は外傾或は外傾気味

のものである。器面調整は内外面ともにヨコナデ体部は内外面ともに刷毛目である。なお(3)

は木葉底にモミ痕のあるものである。 (4)は口綾部が欠損しているが、胴部が中央でふくらみ

上下に長く楕円形状を呈している長胴のものである。器面調整は口綾部の内外面ともにヨコナ

デ、体部内外面は刷毛目である。内面にはヘラナデ、刷毛目がみられる。 (5)もやはり口綾部

が欠損しており正確な器形は不明であるが、肩の張る小形の球胴に近いものと思われるもので

ある。器面調整は□綾部の内外面はヨコナデ、体部外面はヘラミガキ、内面はヘラナデである。

( 6へ8)は下半部が欠損しており正確な器形が不明なものもあるがいずれも頚部に段の巡る

ものであり、口綾部が直立外反する球胴の饗であろう。器面調整は、口綾部の内外面ともに一

部刷毛目痕を残しているものもあるがヨコナデであり、体部外面は(6)に軽いケズリがみられ

る他は刷毛目である。内面は(6)がナデ、 (8)はミガ手がみられるが、他は刷毛目である。 (8)

の外面は摩滅した部分が多いが「朱」を塗った跡がみられる。

紡萱草(第22図9、 10)

紡錘車は2個出土している。いずれも断面が台形を呈する土製の紡錘車である。器面は( 9)

か細かいへラミガキ、 (10)もやはりへラミガキが施されているが単位は不明である。

〔堆積土田土遺物〕 (第22図11)

土師器 製作に際しロクロ未使用のものである。 (11)は、丸底と推定される杯で底部下半に

段が巡り対応する内面にもくびれのあるものである。器面調整は外面は段より上はミガキ、下

は刷毛目をそのまま残している。内面はへラミガキされているものである。

第8号住居跡(BC21) (第23図)

〔遺構の確認〕 B区西端の地山面、第7号住居跡の西壁と接する形で確認したものである。

〔重複〕 第7号住居跡の西壁の北半を切っている。

〔平面形・規模〕 平面形は方形である。規模は長軸(南北)約5.8m、短軸(東西)約5・7

mである。床面積は約33.1壷である。

〔堆積土〕 4層認められたが3層に大別される。 1層は、いずれも黒褐色の腐植質土であり、

一部撹乱が及んでいるものである。これらは住居の壁際を除く中央附近に堆積している。北半

では一部床面に達している。 2層は褐色のシルトで壁際を除く床面に主に堆積している。 3層

は、暗赤褐色のシルトで地山の黄褐色のシルトを含み、壁際に堆積している。

〔壁〕 地山を壁としているものであるが、東壁の南半は第7号住居跡の壁土を壁としている。

残存壁高は南、東壁は25c皿内外なのに対して北、西壁は約15c皿と残りがわるい。
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壁の立ち上がりは比較的急でしっかりしている。

〔床〕 地山をそのまま床としているもので比較的平坦で固い。

〔柱穴〕 床面上から検出されたピットは対角線上にあるピットPlへP4の4個のみである。

柱痕跡も認められず他の住居跡に比べて深さは少し浅いものもあるが配置の規則性等からみて

それに該当するものとみてよいものであろう。

〔カマド〕 北壁のほぼ中央にとりつけられている。燃焼部と煙道部よりなる。本体の天井部は

既になく、両側壁も上部をかなり削平されているが、シルトを舌状に固めて構築しているもの

である。燃焼部の規模は幅約0.7m、奥行0.6皿で焚口部が「八字」に開いた形である。床面は

平坦で焼土が堆積していたが底面はあまり熟をうけた様子がみられない。中央部からカメの下

半部が底部を上にふせた形で出土しており、支脚として使用された可能性が強い。煙道へは特

に段差がなく移行している。煙道は長さ約135c皿、幅約30c皿でやや下り気味にとりつけてあり、

特に煙出部にはピットはみられない。長軸方向はN喜300-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用年代等を決定するための資料はカマド内及びカマド

の両脇の床面から出土した土師器や紡錘車がある。

土師器 完形品及び復元可能なものを含めて実測したものは、杯4点、蛮11点である。いず

れも製作に際してロクロ未使用のものである。

杯(第24図1へ4) 底部形態はいずれも丸底のものである。体部下半に段のめぐるものと

無段のものとがある。 (3、 4)は休部外面下半に段の巡るものであるが対応する内面に稜(く

びれ)はみられない。器形は段から上は内湾気味に立ち上り、口唇部近くは直立気味のもので

ある。段から下はゆるやかな丸味をもって底部へとつづく。器面調整は内外面ともにへラミガ

キされており、 (3)は内面を黒色処理している。一方、無段のもの(1、 2)は、底部近くより

内湾直立気味に立ち上る口縁を有する( 1 )とやや外傾的な立ち上りを示す( 2)がある。器面調

整は(1)は内外面ともにへラミガキ、内面は黒色処理がなされているのに対して(2)は、体部

外面は口綾部がヨコナデ他は刷毛目である。内面については摩滅のため技法は不明である。

蕩(第24図5へ16) 最大径が口綾部にあり器高が口径より大きいものと、最大径が休部に

あり器高が体径より大きいものとがある。最大径が口綾部にあるものは、頚部に段を巡らし体

部と口縁部を区画しているもの(5、 6、10へ12、 14)と、熱投のもの(7へ9、 13、 15)とがあ

る。有段のものは、口綾部が外債するもの(6)と、外反するもの(5、 10へ12、 14)とがある。

底部はいずれも底縁部分が張り出しているものがほとんどで、胴部がやや直立気味のものや、

ややふくらみをもち丸味の強い胴張りのもの等、長胴のものである。器面調整は、口綾部の内

外面はいずれもヨコナデである。一方、休部外面は刷毛目、或は刷毛目後ケズリのもの(10へ
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第25図 第8号住居跡出土遺物(2)
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(出土遺物観察表)

番 号 

出土層位 種 別 
調 整 

底 面 器 高 

口径 (Cn) 体径 (C種) 

底往 
くC田) 

分類番号 
外 面 内 面 

1 床 面 土師藷(杯) へラミガキ・へラミガキ へラミガキ・照色処理 へラ ミガキ 3.2 7.5 AIc2 

2 床 面 土師器(杯) ヨコナチ・刷毛目 刷毛目 6.4 15.0 AIc2 

3 床 面 土師器(杯) へラミガキ へラミガキ・無色処理 3.9 10.2 AIa2 

4 床 面 土師器(上不) へラミガ千・へラミガキ へラミガキ・へラミガキ ヘラミガキ 4.1 12.0 A重a2 

5 床 面 土師器(嚢) ヨコナデ・苧誓 ココナチ・撃毛号 
木葉底(モミ 18.6 13.0 7.0 AIali 

6 床 面 土師器(嚢) ヨブナデ・撃毛早 
ヨつナチ・へラナチ 15.4 13.8 (7.0 AIb=i 

7 床 面 土師器(聾) ヨコナチ・へラミガキ うつナチ・刷毛目 15.5 14.3 (7.0 AIbli 

8 床 面 土師器(嚢) ヨつナチ・刷毛目 つつナチ・ナチ 16.8 15.4 7.1 AIa2 = 

9 床 面 土師器(聾) ∃つナデ・へラケズI) ヨブナデ・ナチ (15.7 13.4 AIa2 = 

10 床 面 土師器(聾) ヨブナデ・整骨 ヨつナデ・刷毛目 32.1 20.0 8.8 AIa2ii 

= 床 面 土師器(嚢) ココナチ・ケズi) ヨコナチ・刷毛目 (28.7 2l.4 A暮bli 

12 床 面 土師器(嚢) ヨコナチ・鷺宮 ヨコナチ・刷毛目 (24.6 20.3 AIa2画 

13 床 面 土師器(嚢) ヨつげ・鷺宮 ∃つげ・撃毛呂 
28.5 22.8 7.7 AIb2Ii 

14 床 面 土師器(嚢) ヨつナチ・刷毛自 ヨブナデ・刷毛自 25.9 18.8 (7.2 AⅢa2 

15 床 面 土師器(嚢) ヨつナチ・整骨 ヨコナチ・刷毛目 24.8 20.0 (8.0 

16 床 面 土師器(嚢) 刷毛日 刷毛目 (24.4 26.3 8.5 

17 床 面 紡錘車 ミガキ 
上底3.4 下底5.0 

2.3 

12)や、底部近くにナデの認められるもの(5、 6)等がある。 (5)の底部は木葉痕であるがモ

ミ痕が認められる。内面については刷毛目(10へ12、 14)、刷毛目後ナデのもの(5、 6)がある。

無段のものは、口綾部がやや直立気味のもの(8、 9)と外反するもの(7、 13、 15)とがある。

器形は(15)が体部中半がふくらみ胴張りを呈している他は直立気味の胴部を有するものであ

る。器面調整は、口綾部の内外面はいずれもヨコナデ、体部外面はミガ手のみられるもの(7、

9)下半にケズリのあるもの(13、 15)等があり、内面は、刷毛目(8、 15)、ナデ(7、 9、13)

等がある。

最大径が体部にある(16)は口縁部が欠損しているため正確な器形は不明であるが体径より器

高の高い胴部中半の張りの強い球胴の蓬とみられるものである。器面調整は体部の内外面とも

に刷毛目である。

紡箆車(第25図17)  1個出土している。断面形が台形状を呈する(上底3.4c皿、下底5.OcⅢ

高さ2.3cⅢ)土製のもので表面は細かいミガキが施されている。

第9号住居跡(A量O3) (第26図)

〔遺構の確認〕 調査区の北側、第6号住居跡の東、約1.5mの地点の地山で検出したもので

ある。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 北東隅が少し東に張り出しているが、ほぼ隅丸方形に近いものである。規

模は長軸(南北)約5.45m、短軸(東西)約5.35mである。床面積は約線.2壷である。

〔堆積土〕 部分的には細分されるところもあるが、全体としては2層に大別される。 1層は
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時赤褐色のシルト質土で壁際を除くほぼ全域に堆積し、 2層は暗褐色のシルトで主に壁際に堆積

している。中央部から北のカマド前にかけて撹乱層が床下まで及んでいる。

〔壁〕 地山を壁としているが全体に削平をうけ残存状態はあまり良好とはいえない。壁高は

西壁の約18c皿が最高である。壁の立ち上がりは急な立ち上がりを示している。

〔床〕 地山をそのまま床としているが、礫が多く露出しており凹凸が激しい。又、カマド前

から中央部にかけてと、北東隅は木根による撹乱が床面下まで及び床面がこわされている。

〔柱穴〕 住居内に認められたピットはPlへP。の4個であり、これらは対角線上に位置する

ものであり、深さ、形状等から柱穴とみられるものである。なお、P2は上部が木板によりこわ

されている。

〔カマド〕 北壁はぼ中央にとりつけられている。燃焼部と煙道部よりなる。本体は天井部が

既になく両側壁部分も削平をうけて住居の外の地山面とほぼ同じで扁平になっていたものであ

る。両側壁は明褐色シルト及び褐色土の混じった土で構築されていたものである。燃焼部床面

は奥壁際より前方に緩かに傾斜している。側壁内面と底面は熱を受けて赤変し固くなり、中央

にはやはり赤変した支脚石が置かれていた。床面から約5c血の段差をもって煙道部へと移行し

ている。煙道部は長さ約215c皿、幅約45c皿で緩い傾斜をもって先端の煙出部へと続く。煙出部

には煙道底面より約40cm低い径約20cmのビットが存在する。長軸方向はN-30O-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料は床面出土の土師器が

ある。

土師器 完形品及び復元可能なものを含めて実測したものは杯1点、高杯1点、蛮2点で

ある。いずれも製作に際しロクロ未使用のものである。

埼(第27図1 ) 底部が丸底のもので、休部外面は無段、内湾気味の口綾部を有するもので

ある。器面調整は外面口綾部近くにヨコナデがみられ、それにより下はヘラミガキとみられる

が単位は不明である。又、内面はヘラミガキが施されている。

高杯∴杯部の形態は外面体部下半にはっきりした段を有し対応する内面に陵が巡り、内管気

味の口綾部を有するもので「八」の字に開いたやや内管気味の脚部をもつものである。器

面調整は、杯部、脚部の内外ともにへラミガ羊が施され外面には「朱」塗られ、内面は黒色処

理されている。なお、林部の切り離し技法は脚部接合の際のナデ、ミガキ調整のため不明であ

る。

棄(第27図3、 4)いずれも最大径が体部にあるもので下半から底部にかけて欠損している

ので推定の域を出ないが、器高が体部径より小さいと思われるものである。 ( 3)は頚部に沈線

が巡り、口綾部が外反するもので、 (4)は頚部に段を有し口綾部は直立気味に立ち上がるもの
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である。器面調整は口綾部の内外ともにヨコナチ休部は内外ともに刷毛目である。

第10号住居跡(BE50) (第銘図)

〔遺構の確認〕 B調査区のほぼ中央、第4号住居跡の西約3皿の地山面で確認したものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕平面形は西壁隅がそれぞれやや角張っているがほぼ隅丸方形といってよい

ものである。規模は、長軸(東西)約6.3m、短軸(南北)約6.Omである。床面積は約37.8壷

である。

〔堆積土〕 6層認められたが4層に大別される。 1層は所々に厚さ2へ5c皿の灰白色の粉状

パミスの混じるもので黒褐色の腐植質の強い土である。主に、住居の中央部に皿状に堆積し

床面には達していない。 2層は礫の多い少いの違いはあるが、いずれも炭化物を微量に含む暗

褐色のシルトで、壁沿いを除くほぼ全域に堆積し中央に寄るに従って薄くなっており中央近く

では床面に達している。 3、 4層は地山の明褐色シルトの混じりの多少はあるが、黒褐色、褐

色のシルトでいずれも壁際より中央に向って堆積しており、中央に寄るほど薄くなっている。

〔壁〕 地山をそのまま壁としているものである。残存壁高は最も良好な西壁が約25c皿で他

は20cⅢ前後であり、壁の立ち上がりは比較的急である。

〔床〕 地山をそのまま床としており、全般的に平坦で固い。北東部分に一部撹乱が床面まで

及んでいるところがある。

〔柱穴〕 床面上から検出されたピットは対角線上にあるPlへP。の4個のみである。これら

は位置、深さ形態等その規則性からみて、柱痕は認められないけれども、それとみてよいもの

であろう。なお壁土は褐色のシルト1層のみである。

〔カマド〕 北壁の中央にとりつけられている。燃焼部と煙道部からなる。本体の天井部は既

になく、シル上質白色粘土で構築された両側撃が残存したものである。燃焼部は奥行約60c皿、

幅約40c皿で、底面はほぼ平坦で焼土が薄く堆積していた。焚口部附近は、カマド本体を構築す

る時に使用したとみられる径約10c皿、長さ20c皿前後の楕円状の川原石が2、 3個倒れていた。

又、燃焼部内には支脚石として使用したとみられる赤変した川原石がありそのそばから小形の

婆がふせた形で出土した。煙道部は長さ約170c皿、幅約30c皿の規模をもつ。これは地山とくり

ぬいたトンネル状の煙道で底面は煙出部へ向って緩い下り傾斜をもっている。煙出し部に浅い

皿状の掘り込みがある。長軸方向はN-350-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料はカマド内やカマドの

両脇の床面やその他の床面より出土した土師器がある。

土師器 完形品、復元可能なものを含めて実測できたものは杯3点、蛮7点である。これら
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は、いずれも製作に対してロクロ未使用のものである。

杯(第29図1へ3)底部形態が丸底のもの(1、 3)平底風のもの(2)がある。体部外面下

半に段がケズリ、ミガキのために、浅い沈線となって巡るもの(2、 3)それの仝ったくないも

の(1)とがある。なお、沈線の巡るものの内面に対応するくびれはみられない。

前者は沈線より上は外傾気味の口縁を有し、下はやや直線的で底部に至るわずかに丸味が残

る。器面調整は内外面ともにへラミガキがなされ、内面黒色処理が施されている。後者は、や

や内湾気味の立ち上がりを示し、口唇部近くがわずかに直交気味の口縁で底面は中央部がや

やへこみほぼ平面に近い。器面調整は内外面ともにへラミガキである。

蛮(第29図4へ10) 最大径が口縁部にあり器高が口径より大きいもの(4、 5、 7)と同じ

く口径より器高の小さいもの(8)と、最大径が体部にあり器高が体部径より大きいもの(6、9)

と同じく器高が体部径より小さいもの(10)がある。最大径が口綾部にあるもののうち(4、 5)

は、頚部に軽い段が巡り体部と区画しているもので口綾部が外反する長胴のものである。(5)

は、口縁径とほぼ同じ体部径が下半にある下ぶくれを呈している長胴である。 (7)は、頚部に

段が巡り体部と区画し、口綾部が直立気味のやや張る小形の聾である。器面調整は、口綾部内

外面はいずれもヨコナデである。体部については、 (4、 5)は外面に一部ケズリがみられ(7)

は刷毛目である。内面は、一部不明なところもあるがほぼ刷毛目である。 (8)は、頚部に段が

巡り体部と区画し、口綾部が直立気味の少し肩の張る小形の聾で、器面調整は口縁部の内外面

は一部刷毛目痕を残しているがヨコナデ、体部内外面は刷毛目である。

次に、最大径が体部にあるものについてみると、 (6、 9)は頚部に段が巡り体部と区画して

いるもので( 6 )は口綾部が直立する器高に比べて体部径が小さい張りの少い長胴に近い形の

ものである。 ( 9)広 口綾部が直立外反する最大径か胴部中半よりやや上にある球胴である。

(10)は、頭部に段のないもので口綾部が直立外反する最大径が胴部中半にある球胴である。

これらの器面調整は、口綾部の内外面はいずれもヨコナデ、体部については(6)の外面下半に

ケズリがみられる他は内外面ともに刷毛目である。

第11号住居跡(CE15) (第30図)

〔遺構の確認〕 C調査区の南西地域、第12号住居跡の南約4 m、第19号住居跡の東約3・4 m

の地点の地山で確認したものである。

し重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 平面形は、南東隅はやや丸味が強いが、ほぼ隅丸方形といってよい。規模

は、長軸(南北)約5.8m、短軸(東西)約5.7mである。床面積は、約33.1壷である。

〔堆積土〕 2層に大別される。 1層は、黒褐色の腐植質土で、壁沿いを除いてほぼ全域を覆

っている。 2層は、褐色のシルトで壁沿い、特に、東、南側では流れこんだような形で堆積し
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ている。

〔壁〕 地山をそのまま壁としているが、南東隅は、撹乱が及んでおり壁面に出入りが多い。

残存状況は、最も残りの良い東壁で約20cmであり、西壁は約1lcmしかない。壁の立ち上がりは

綾かである。

〔床〕 地山をそのまま床面として使用しているもので固くしまっているが、小礫が顔を出

し小さな凹凸が激しい。床面は、西から東へわずかに傾斜している。なお、南東隅に床面より

10cⅢ内外高い不整形な張り出し部分が存在するが性格は不明である。

〔柱穴〕 床面上から検出されたピットは全部で7個である。そのうち、対角線上にあるPlへ

P4ピットが、柱痕は確認されなかったが、その位置や形態等からみて柱穴に該当するものと

思われる。

〔カマド〕 北壁やや東寄り及び、東壁やや北寄りの2ヶ所にとりつけられている。いずれも燃

焼部と煙道からなり、天井部は崩落、削平されてすでにない。北壁のカマドは、両側壁の残存

状況が悪くシルトで構築された扁平で舌状を呈した側壁が残っているのみである。燃焼部は、

奥行約70cm、幅約34cmの規模をもち、底面はほぼ平坦で焼土が堆積していた。奥壁右側には、

高杯の脚部かつさささるような形で存在した。煙道部へはわずかな段差をもって移行している。

煙道部は、長さ120c皿、幅約鎚c皿の規模で、煙出部にはピットは認められない。ただ、煙出部

の壁面に土師器の饗の下半部分を底部を下にし、やや上方を向ける形で使用していた。なお、

煙道の西脇には、球胴の蛮及び煙出部に使用された長胴の饗の上半部分が黄褐色シルトの中に

埋まる形で存在した。長軸方向はN- 1 0-Wでほぼ磁北と一致している。

次に、東壁のカマドは、両側壁は黄白色のシルトで構築されており、右側壁の先端部にはお

さえとして、川原石が使用され、その他焚き口近くには、天井等の本体を構築した時に使用し

たとみられる楕円状の川原石(径約10cm、長さ25cm)が倒れていた。なお、両側壁は熟を受け

内部まで赤変していた。燃焼部は、奥行約70c皿、幅約30c皿で床面はややくぼみ、やはり焼土の堆

積が認められた。煙道部へはわずかな段差をもって移行している。煙道は長さ約110c皿、幅35

c皿で、煙出部のピットはみられない。上部が削平されているため、皿状に残っているだけであ

る。長軸方向はN-103o-Eである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 カマド右前の床面には楕円状の長軸約110c皿、短軸約44c皿、深さが最

大10cⅢ内外の皿状のピットがある。床面より土師器の饗が出土しており人為的な施設とも考え

られる。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料は、カマド内、及び

煙道、床面等より出土した土師器がある。

土師器 完形品、復元可能なものを含めて実測したものは、杯3点、高林2点、蛮7点であ
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る。いずれも製作に際してロクロ未使用のものである。

巧(第31図1へ3)底部形態が丸底を呈するものである。 (1)は休部外面下半に沈線を巡

らし(2)は段を有するものでいずれも対応する内面にはくびれはない。口綾部は内湾気味に

外傾するものである。器面調整は外面は口綾部から底部にかけてへラミガキ、(1)は底部に一部

刷毛目が残る。内面はいずれもヘラミガキで黒色処理されている。 (3)は内湾気味の口綾部の

破片で器形も確かではないが二次加熱を受けて赤変しているものである。

高杯(第31図4、 5)外面体部下半にケズリによる軽い段が巡っており、口綾部は、内湾

気味に外反する林部である。器面調整は、内外面と・もにヘラミガキ、内面は黒色処理されてい

る。又、外面には、「朱」が塗られている。 (5)は、口綾部が欠損しているので正確な器形は不

明であるが、脚部が「八」字に大きく開き杯部に比べて低い脚部を有する大形の高林である。

体部外面下部には軽い沈線が巡っている。器面調整は磨滅のため単位の不明なところが多いが、

内外面ともヘラミガキである。又、内面は黒色処理され、外面には「朱」が塗られている。な

お、底部の切り離し技法は不明である。

璽(第31図6へ11) 最大径が口綾部にあり、器高は口径より大きいもの(6へ10)最大径

が体部にあり、器高が体径より小さいもの(11)がある。前者は、頚部に段が巡り体部と区画し

ているもので一部下半の欠損し、正確な器形が不明なものもあるが、いずれも長胴のものであ

る。 (10)の底部木葉痕の中に「モミ」痕が認められる。口綾部は強く「く」の字に外反するも

の(7、 8)外傾するもの(9)直立気味のもの(10)がある。器面調整はいずれもヨコナデであ

り体部外面は、一部ケズリのみられるもの(6、 8、 9)の他は、いずれも刷毛目である。後者

は、口綾部が欠損しているが最大径が休部中半にある球胴である。頚部に段が巡り、体部と区

画している。器面調整は体部外面が刷毛目、内面は一部ナデ、他は刷毛目である。

甑(12) 頚部に軽い段が巡り休部と区画しているもので、口綾部は直立気味の無慮である。

器面調整は、口綾部内外面はヨコナチ体部外面は刷毛目、内面は一部ケズリ他は刷毛目であ

る。

〔堆積土田土遣物〕 別表の如く堆積土から多量の土師器の破片と少量の須恵器、縄文土器の

破片が出土している。実測したものは土師器1点、須恵器1点である。

土師器

杯(第31図13) 製作に際してロクロを使用していないもので、底部形態は丸底と推定され

るものである。外面体部下半に段が巡り、対応する内面にくびれを有するもので、段より上は

外傾する口縁をもつものである。器面調整は、内外面ともにへラミガキされ、内面は黒色処理

されている。

須恵器
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塊形土器(第31図14)底部に高台部の剥離した跡があり、碗形に近い器形のものと推定さ

れるもので外面はきれいに整形され内面には凹凸のはっきりした、ロクロ痕が残っている。底

部の切り離し技法は不明である。

第12号住居跡(CA15) (第32図)

〔遺構の確認〕 C調査区の北西、第14号住居跡の南東約6.4 m、第21号住居跡の北西約4.4

mの地点で確認したものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕平面形は隅丸方形である。規模は一辺がともに約4.8mの正方形に近いもの

であり、床面積は約23.1 I茸である。

〔堆積土〕ほぼ1層である。黒褐色の腐植質土で住居のほぼ全域に堆積しているものである。

床面近くにはシルトが小ブロック状に堆積している。

〔壁〕 地山をそのまま壁としており、壁の残存状況はあまり良好ではなく、西壁の最も良い

ところで約19cⅢ前後であり、他は10へ13c皿である。壁の立ち上がりもゆるやかなところが多い。

〔床〕地山をそのまま床としている。床面は礫まじりで凹凸が多く-定していない。北西隅

は木板による撹乱が床面下まで及んでいる。

〔柱穴〕床面上より検出されたピットはP,へP。の対角線上より検出されたもの4個である。

Plは、上部を木板で撹乱されており他の3個に比べて検出面は低い。柱痕跡は認められず又、

深さの面で少し浅いと思われるものあるが位置、形態等からこの4個のピットは柱穴とみてよ

いものであろう。

〔カマド〕 西壁中央にとりつけられているものである。燃焼部と煙道部よりなるもので本体天

井部は既になく両側壁のみが残存していたものである。両側壁は褐色のシルトを固めて構築し

たもので両側壁の先端には、カマド本体を構築した時に利用したとみられる長さ約60cⅢ径約20

C皿長さ約20cm径約15cmのそれぞれ楕円状の川原石が倒れていた。燃焼部は奥行約50cm幅40c皿で舌

状を呈しほぼ平坦で底面には焼土の堆積がみられた。煙道へは奥壁で約20c皿の段差をもって外

方に下り移行している。煙道は長さ約200c皿、幅約42c血で緩い傾斜をもって煙出部へと続く。

煙出部には浅い皿状のくぼみがあるが特に段差は認められない。地上へは途中に段をもって上

方へ出ている。なお、燃焼部には土師器の饗が横たわり、奥壁と煙道の境にも饗があった。長

軸方向はN鵜640-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕

土師器 完形品、復元可能なものを含めて実測したものは、杯2点、璽8点である。これら

はいずれも製作に際し、ロクロ未使用のものである。
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杯(第33図1へ2) 底部形態が平底風のもの(1)と丸底と推定されるもの(2)の2点であ

る。前者は底部がやや丸味を持ちながら内湾気味に外傾しているもので段、沈線等は認めら

れない。後者は底部が欠損しているため定かでないが体部中半に沈線状の段のあるもので口綾

部ではやや内湾気味に外傾しているものである。調整は、前者は外面が磨滅しているため不明

内面はへラミガキされ黒色処理されている。後者の口綾部はヨコナデそれより下は刷毛目であ

り内面はヘラミガキが認められる。

蓬(第33図3へ10) 最大径が口綾部にあり、口径より器高の大きいもの(3へ7)同じく

器高の小さいもの(8、 9)がある。その他に(10)は最大径が体部にあり体径より器高の大きい

ものである。

前者は、頚部に軽い段が巡り、体部と区画しているもので底部が欠損しているものもあるが

いずれも口綾部は外反(3)或は外傾(4へ6)するもので胴部中半にふくらみをもつ胴張り気

味の饗である。その中で( 7)は底部が欠損しているが口綾部と休部の径がほぼ同じ胴ぶくれ

の饗とみられるものである。器面調整は、口綾部内外面はいずれもヨコナデ、体部内外面は側

の内面がナデの他はいずれも刷毛目である。底部は、ナデにより調整しているもの(3、 6)、

木葉底のもの(5)がある。

後者は、やはり頚部に軽い段が巡り、体部と区画しているもので、口綾部が外反し胴部中半

がふくらみ気味のもの(8)と底部からほぼ直線的に外傾し、じょうご形に近い形のもの(9)が

ある。

器面調整は、口縁部の内外面はヨコナデ、体部外面は(8)刷毛目、 (9)はケズリ、内面は単

位が不明であるがナデである。

(10)は頭部に軽い段が巡り体部を区画しているもので、底部より内湾気味に直立してそのま

ま口綾部にいたり、口唇部が内傾している簡形に近い器形である。器面調整は□綾部の内外面

はヨコナデ休部内外面は刷毛目である。底部も刷毛目で調整している。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く、堆積土より土師器、縄文土器片が出土しているが、実測し

たものは土師器の杯1点と縄文土器片の拓本6点である。

土師器 製作に際してロクロを使用していないものである。

杯(第33図11) 底部形態は丸底と推定されているもので、体部外面中半に稜が巡り、対応

する内面にも稜の認められるものである。段から上は外傾気味の口縁を有するものである。器

面調整は体部外面は陵より上は粗いナデ、下は粗い刷毛目であり、内面はヘラミガキされ黒色

処理されている。

縄文土器

鉢形土器(第33図12へ17) 簡略化された羊歯状文や雲形文等の施文してある薄形の鉢形土
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堆 積 土

層. 土 色 土性 備 考 

1 7.5YR2β 橿暗褐色 筒髄質土 草木根混じる 

2 7.5YR3β 暗褐色 シルト 明褐色シルト混じる 

3 10YR3β 暗褐色 シルト 
I 

4 2.5YR6/5 明黄褐色 シルト 

第34図 第13号住居跡
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器とみられるものや縄文のみ施文されたものの破片である。

第13号住居跡(AJ62) (第34図)

〔遺構の確認〕 調査区北東端の段丘壁際の地山面で確認された。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕住居跡の北半が自然崩落により失なわれているが、残存する壁の状況から

(東西)約4.8mの長さを持つ方形を基調とする住居跡と推定される。全体の規模は不明である。

第35図 第13号住居跡出土遺物

〔堆積土〕 4層に大別するこ

とができる。 1層は極暗褐色の

腐植質土で主として住居内の西

側部分を除く全域に分布してい

る。第2層は暗褐色のシルトで

住居内の中央部分を中lいこ堆積

している。又、 3層の暗褐色シル

トは四壁、 4層の暗褐色シルト

は東壁際にそれぞれ堆積してい

る。

〔壁〕 地山を壁としているも

ので、北壁、 東、西壁の一部

はすでになく、最も残存状況の

よい南壁でみると比較的急な立

ち上がりを呈している。壁高は

約23c皿である。

〔床〕 地山をそのまま床とし

ているもので固くしっかりして

いる。

〔柱穴〕 検出した部分には認められない。

〔カマド〕 不明である。

〔貯蔵穴状ピット等〕 不明である。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料は、床面南東隅より出

土した土師器がある。製作に際しロクロ未使用のものである。

土師器(第35図1) 復元され実測可能なものは蛮1点である。これは最大径が口綾部にあ

り、器高は口径より大きいもので頭部に軽い段を脅し体部と区画され、口綾部は外反する長
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d d’

園
堆 積 土

層 土 色 土 佐 備 考 

l 5YR2/2 黒褐色 腐植質土 小木板,炭化物微量 

2 5YR3/3 暗赤褐色 シ ルト 小木板,炭化物微量 

カマド堆積土

W16

十s65

メC′ +s58

層 土 色 土 性 備 考 

1 7.5YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物微量に含む 

2 5YR3/6 暗赤褐色 シルト 焼土を含む 

第36図 第14号住居跡
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0 5 10cm

第37図 第14号住居跡出土遺物(1 )
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(出土遺物観察表) 

番 号 

出土屑位 種 別 
調 鰹 

底 面 器 高 「】径 休径 底径 
分類 番号 

外 面 内 面 

l 

床面 床面 カマド内 床面 床面 床面 床面 

土師器(琳) 土師器(珠) 

ヨコナチ・ハ ケ メ ミ ガ キ・ミ ガ キ 6.0 16.3 AIb2 

2 3 4 5 6 

ミ ガ キ・ミ ガキ ミ ガ キ・黒色処理 ミガキ 6.3 16.3 AIb2 

土師器(窺) 土師器(窺) 

ヨコナデ・刷毛 目 ヨコナデ・刷毛 目 (20.4) 23.1 AIalii 

ヨコナデ・男妾号 ヨコナデ・剛毛 目 (19.7) 16.2 AIa=i 

土師器(謹) ヨコナデ・男妾冒 ヨコナデ・刷毛 日 2l.4 17.5 6.8 AIblii 

土師器(窺) ヨコナチ・ケ ズリ ヨコナデ・刷毛 目 ケズリ 15,7 15.2 6.1 AIb=i 

7 8 

土師器(護) ヨコナデ・剛毛 目 ヨコナデ・ナ デ (12.5) 15.0 AIblii 

カマド内 土師器(甑) ヨコナデ・ミ ガ キ ヨコナデ・ミ ガ キ 19.4 14.9 7.9 

‾南である。器面調整は、白露蔀あ丙界面はヨコナデ、体部外面は刷毛目護ケズリ、内面は局幡 

目後一部ケズI)、下半より底部近くにかけてはナデにより調整されているo底部はナデによる

調整が行われている。

第14号住居跡(B重21) (第36図)

〔遺構の確認〕 B調査区の南西隅、第25号住居跡の南、約2皿のところの地山面で確認したも

のである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕平面形は北隅が角であるが全体としては隅丸方形といえるo規模は長軸(東

西)約3.2m、短軸(南北)約3・1mであるo床面積は約9・9I茸である。

〔堆積土〕 2層に大別される0 1層は炭化物をわずかに含む腐植質土で壁際を除く住居内

全域に堆積している。第2層は暗赤褐色のシルトで主に壁際に推積している。

〔壁〕地山をそのまま壁としているもので、壁の立ち上がりは比較的なだらかである。残存

壁高原西壁で約16c皿、他は12へ15c皿であり、残存状況はあまりよくない。

〔床〕地山をそのまま床として固くしまっている。但し床面には小礫が多く小さな凹凸が目
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立つ。

〔柱穴〕 住居内に柱穴とみられるピットは認められない。

〔カマド〕 東壁はほぼ中央にとりつけられている。本体の天井部は既になく、燃焼部と煙道部

よりなる。左側壁は比軽的良好に残存しているのに対して、右側壁はほとんど崩落している。

いずれもシルトで構築し中に芯材として石を使用している。燃焼部は奥行約70c皿、幅20c血と細

長い底面であり熱を受けた様子があまりみられないが燃焼部の中央には熱をうけて赤変した支

脚石とみられる径10c皿の川原石が存在した。又、カマド内部には饗が煙道方向に倒れた形で存

在した。煙道へは奥壁までやや上り、壁際よりだらだらと下っているもので煙出部には特にピ

ットはみられない。煙道の規模は長さ約130c皿、幅40cmであり、長軸方向はN-1030-Eであ

る。

〔貯蔵穴状ピット等〕認められない。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料はカマド内及びカマド

の両脇の床面より出土した土師器がある。

土師器 完形品、復元されたもの等突刺したものは杯2点、カメ5点、甑1点である。製作

に際しいずれもロクロ未使用のものである。

坪(第37図1、 2)いずれも底部形態が丸底のものである。 (1)は口綾部が内湾気味に外傾

し、体部外面下半に比較的深い沈線が、 ( 2 )は口縁内湾し体部外面上半に浅い沈線がそれぞれ

巡るものである。いずれも対応する内面にくびれは認められない。器面調整は( 1 )は口縁外面

にヨコナデがみられ他は多少磨械しているがミガキと思われるものであり単位は不明である。

又、内面はやはりミガ千である。 (2)は内外面ともにミガキで内面黒色処理されているもので

ある。

蛮(第37図3へ6、第38図7)いずれも最大径が口綾部にあり、器高は口径より大きいも

のであるo頚部に段を有するもの、無段のものとがある。 (3、 4)は底部が欠損しているが頚

部に軽い段が巡り、口綾部が外反するもので、器面調整は口綾部は内外ともにヨコナチ体部

外面は(1)は刷毛目、 (2)は刷毛目後一部にケズリが施されている。一方(5へ7)はいずれ

も無段で口縁が外反し胴部がふくらみをもつ長胴である。器面調整ば頚部を境にして口縁部

は内外面ともにヨコナデ(5、 6)は外面体部にケズリが施され、内面は刷毛目である。 (7)は

休部外面粗い刷毛目内面は刷毛目、一部ナデである。

甑(第38図8)最大径が口綾部にあり、口径より器高の大きいものである。口綾部が外反

し胴部中半がややふくらみをもつ長胴であり無慮のものである。器面調整は口綾部内外面はと

もにヨコナチ体部内外面はヘラミガキである。
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層 上 色 l二 位 備 考 

1 10YR3β 黒褐色 簡植質上 炭化物微量,末娘多し 

2 2.5YR7〃∴浅黄橙色 シ ルト 砂賃シルトのブロック 

第39図 第15号住居跡

第15号住居跡(BG68) (第39図)

〔遺構の確認〕 B調査区の南東端、第4号住居跡の南東約5 mの地点の地山面で確認したも

のである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕平面形の東側の一部は調査区域外にあるため不明であるが、北壁がやや直

線に近い他はいずれも曲線的であり隅が明確でない不整円形に近い形である。規模は長軸(東

西)約2.7m、短軸(南北)約2.5mである。床面積は約6.8壷である。
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第40図 第15号住居跡出土遺物

(出土遺物観察表)

?==i= ,Ton

蒋 号 

中上I削∴立 柵∴∴別 
調 製 

底 面 捲∴塙 し」 径 俸∴従 底∴径 分類番号 
外 面 困∴∴∴∴血 

1 昧∴∴面 上郷揺(瑳) ヨ コ ナチ・ヘラケズI) コ コ ナチ・ナ チ (13.4) (24,6) AIal 

2 昧∴∴面 ま 帥器(塑) ヨ コ ナチ・刷 毛 目 ヨ コ ナ チ・ (6.4) (21.0) A工al 

〔堆積土〕 2層に大別できる。 1層は、黒褐色の腐植質土で住居の床面をはじめほとんど全

域に堆積している。炭化物を微量含むもので木板による撹乱が著しい。 2層は浅黄橙色のシル

トで床面直上に部分的にわずかに堆積している。

〔壁〕 地山をそのまま壁としているものであるが、壁の残存状況は最も残りの良いところで

約20cⅢ前後である。北壁はやや直線的な他はほぼ曲線を描いている壁面である。立ち上がりは

綾かで皿状に近いところもある。東側の一部は調査区外のため確認されていない。

〔床〕 地山をそのまま床としているものであるが、礫が多く凹凸が激しい。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマド〕 認められない。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料は床面出土の土師器がある。

土師器 完形品はなく実測したものは下半部を欠損した蛮二個体のみである。いずれも製作

に際してロクロ未使用のものである。

褒(第40図1、 2) いずれも体部下半から底部にかけて欠損しているのではっきりしないが

最大径が口綾部にあり器高が口径より大きいと推定されるもので、 ( 1 )は頚部に段を有するも

ので口縁は外傾し胴部はやや直線的なものである。器面調整は口綾部内外面はヨコナデ胴部外

面は細かいヘラケズI)、内面はナデ、ミガキが一部みられる。 (2)は口綾部が外反し頚部に軽

い段が巡り、胴部はややふくらみをもつものと推定される。口綾部内外面はヨコナデ、胴部外
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62,600m a
3 1 2′ 1 2 3_三二

1 2’ 4 一b’

層 土 色 土 性 備 考 

l層 7.5YR者 暗褐色 腐植質土 炭化物微量 

2層 7.5YRX 褐色 シ ルト 中藤を含む 

2’層 7.5YRX 暗褐色 シ ルト ク 

3層 7.5YRX 褐色 シ ルト 汚れ少ない 

4層 7.5YR克 明褐色 シ ルト 褐色土に地山のシルトが大 ノトのブロック月犬(こ混じる 

第41図 第16号住居跡

-135-



ー上餅田遺跡-

(出土遺物観察表)

0 5 10cm

』 = , 』 = , i

第42図 第16号住居跡出土遺物

蕃 ∴I子 

地上屈性 種

別 :(動 

調 整 
噴∴面 

港南 (cm) 口径 (cm) 体径 (cm) 底径 (cm) 
分類番目 外 面 

一子) 
内 面 

l 原 価 工 

輔器(饗) .I章 

ヨコナァ・刷七日 ヨコナチ・刷毛目 木薬店 28.4 18.9 7.3 AIbl 
2 昧 面 土師器(饗) ヨコナチ・へフケスリ ヨコナテ・刷七日 

s臆臆 (16.7) 14.5 A工ali 

面は刷毛目がみられる。内面は磨滅のため不明である。いずれの土器も、内外面にスス状のも

のが付着し、二次加熱を受けて表面は剥落しているところが多い。

第16号住居跡(AJ18) (第41図)

〔遺構の確認〕 A調査区の北西端第1号住居跡のすぐ南の地山南で確認したものである。

〔重複〕 第1号住居跡によって北東隅が切られている。

〔平面形・規模〕 平面形は北東隅が少し張り出している。不整隅丸長方形である。規模は長

軸(南北)約3.9m、短軸(東西)約3.4mである。床面積は約13.6壷である。

〔堆積土〕 4層に大別される。 1層は黒褐色の腐植質土で住居の中央部分を中l帥こ部分的に

堆積しているもので床面まで達していない。 2、 2′層は褐色のシルトで壁際を除くほぼ全域に

堆積している。 3層は壁際に堆積しているもので地山の崩れたものであろう。4層は第1号住居

跡を構築する際に埋めた土とみられ褐色のシルトと地山の明褐色シルトの泥土で明褐色シルト

が大小のブロックになって混じっている。
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〔壁〕 地山を壁としているが削平により残存状況は良くない。特に残存の良い東、南壁でも

壁高は約10c皿である。壁の立ち上がりは綾かである。

〔床〕 地山をそのまま床としておりはぼ平坦である。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマド〕 認められない。

〔貯蔵穴状ピット等〕認められない。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等年代を決定するための資料は床面出土の土師器である。

土師器 完形品、復元可能なものを含め実測したものは蛮2点である。製作に際しいずれも

ロクロ未使用のものである。

蛮(第42図1、 2)ともに最大径が口綾部にある器高は口径より大きいものである。口綾部

はいずれも外反するもので( 2)は頚部に段が巡り( 1 )は無段である。器面調整は口綾部は内外

ともにヨコナチ体部外面は(2)はへラケズリ(1)は刷毛目、内面はいずれも刷毛目である。

第17号住居跡(AF21) (第43図)

〔遺構の確認〕調査区の北西端の地山面で確認された。西側は調査区外のため南、北壁の一

部と東壁のみを検出したものである。

〔重複〕 第1号溝(AG18)によって東西に切られている。

〔平面形・規模〕東壁約5.75m、南壁約1.8m、北壁約0・9m、他は未検出のため不明である。

〔堆積土〕 4層に大別することができる。 1層は黒色の腐植質土で住居内のほぼ全域に堆積

している。 2、 3層は礫の多少により2層に分けているが本質的には同質のシルトであり、住

居の南から北に堆積している。 4層は褐色シルトで南壁際に、 5層は同じく主に床面近くに堆

積している。

〔壁〕地山を壁としているもので検出された壁は比軽的急な立ち上がりを呈し、残存する壁

高は約20c皿である。北東隅近くは第1号溝によりこわされている○

〔床〕 地山をそのまま床としており、固くしっかりしている○

〔柱穴〕検出された部分には認められない。

〔カマド〕 不明である。

〔貯蔵穴状ピット等〕 検出された部分には認められない○

〔年代決定資料〕住居跡の構築及び使用等の年代を決定するための資料は、床面出土の土師

器がある。

土師器 実測可能なものは杯、饗各1点である。いずれも製作に際してロクロ未使用のもの

である。

杯(第44図l)底部形態は平底風のもので外面体下部に陵が巡るものである。なお、内
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W18

十s17

徴

十

層 土 色 上 位 備 考 
1 7.5YR2/1 黒色 腐植質土 
2 7.5YR3/3 暗褐色 シ ル ト 粘性はあまりない。小旗が若干混じる 
3 7.5YR3/4 暗褐色 シ ル ト 2層に比べて礫が少し大きい 
4 7.5YR4/4 褐色 シ ル ト 粘性少ない 
5 7.5YR4/4 褐色 シ ル ト 粘性少なく礫の凍りなく地山の砂質シルトが多く混じっている 

第43図 第17号住居跡

-138「



一上餅田遺跡-

第44図 第17号住居跡出土遺物

(出土遺物観察表)

播 号 

出:上席位 棚 別 
調 整 

底 面 
盤∴塙 Gm) し」径 ;〇十 体∴径 °m\ 低∴従 言の! 

分類恭烏・ 
外 面 困∴∴∴∴面 

1 抹三 ∴ 音曲 士的 (杯) ヘラミガキ・刷 毛 幽 ヘラこかキ・黒色処理 刷毛日 6,1 28.9 AⅡ種2 

2 珠;∴ 血 土師 l(艶) 聞 毛 目 ナ チ (17.8) 27.5 (9.0) AⅣ3 

面には綾が認められない。稜から上はやや内湾気味に外傾し、陵から下はゆるやかな丸味をも

って底部へと続く。器面調整は陵から上は刷毛目後へラミガキ、下は刷毛目をそのまま残して

いる。内面はヘラミガキ後黒色処理されている。

蓬(第44図2) 口綾部から頭部にかけて欠損しているため正確な器形は不明であるが残存

部から推定して最大径が体郡上半にあり、器高が体部径より小さい球胴の饗とみられるもので

ある。器面調整は外面が刷毛目、内面はナデである。

第18号住居跡(CG65) (第45図)

〔遺構の確認〕 C調査区の南東端、第22号住居跡の東約17mの地点の地山で確認されたもの

である。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 東部分は調査区域外なため検出できなかったが、現状からみて平面形はほ

ぼ隅丸方形に近いものと見られる。規模は、長軸- (南北)約4・1m、短軸(東西)現存部分約

3.9mである。床面積は検出部分で約16壷である。

〔堆積土〕 7層確認されたが3層に大別することが出来る。 1層は、腐植質の強い黒褐色土
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で住居の中央附近を中l高こ皿状に堆積し、一部は床面まで達しているところもある。又、この

層は木板の撹乱が多く及んでいる層である。 2層は褐色のシルトで1層の外側の中央に流れ込

むような形で堆積し床面まで達している。 3層は黄褐色のシルトが主で壁際より中央に向って

堆積している。

〔壁〕 地山をそのまま壁としているもので、南、北壁の一部と東壁は区域外なため検出でき

なかった。壁の立ち上がりは一般に綾かで、残存壁高も南壁で約20c皿とあまり良好ではない。

〔床〕 地山をそのまま床としており、礫まじりであるが固くしまっている。やや南に傾斜し

た床面である。中央附近は木根の撹乱が床面まで及んでいる。

〔柱穴〕 床面上から検出されたピットは、対角線上にあるPlへP4 4個の他、中央東寄りの

ピットである。深さ、位置等その規則性から柱痕は認められなかったがPlへP4が柱穴と考え

られる。他のピットは不整形で底面も一定せず、人為的なものとはみなしかたいものである。

〔カマド〕 西璧中央にとりつけられている。燃焼部と煙道部よりなる。本体は天井部が既に

なく、黄褐色のシルトで構築した両側壁が残存し、焚口前には、本体を構築する際に使用され

たと思われる長さ約45cm、幅約25cmの楕円状の川原石がカマド方向に対して横に倒れていた。

燃焼部内には多量の土師器の饗の破片が存在した。煙道は長さ約100c皿、幅約40c皿で燃焼部よ

り段差もなく住居外にのびている。煙出部にピットはない。長軸方向はN-83。-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料としては、カマド内、

及びカマドの両脇、その他の床面より出土した土師器がある。

土師器 完形品、復元可能なものを含めて実測したものは、杯1点、高杯1点、饗7点、甑

1点である。製作に際していずれもロクロ未使用のものである。

杯(第46図1 ) 底部形態が丸底のもので、休部外面下半に軽い段が巡り、対応する内面に

もくびれがみられるものである。段から上は、やや外傾気味の口縁を有するものである。器面

調整は、内外ともにていねいなヘラミガキで内面は黒色処理されてないが、カマド内から出土

しているもので黒色処理がとんだものとも考えられる。

高杯(第46図2)杯部は体部外面下半に段が巡り、それに対応する内面にはくびれがみられ

る。器形をみると、脚部に接合する近くは内湾気味に外傾し、段より上は、やや直線的に外傾

する。脚部は杯部よりやや直線的に下った後「八」の字に開くもので、林部に比して比較的低

いものである。なお、杯部の切りはなし技法は接合時の調整により不明である。器面調整は、

-部は磨滅のため不明確であるが、林部、脚部の内外ともにへラミガキであり、杯部は内面黒

色処理されている。

蓬(第46図3へ9) 最大径が口綾部にあり、器高が口径より大きいもの(3へ6)と、最
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(出土遺物観察表)

番 号 

出土居住 種 別 
調 整 

底 面 

器商 (Cn) 口径 (C凪) 体径 (C田) 底径 (C血) 

分類番号 
外 面 内 面 

1 カマド内 土師器(杯) へラミガ千・へラ ミガキ へラミガキ へラミガキ 6.0 19.5 AIal 

2 床 面 土師器(両杯) へラミガ千・へラミガキ へラミガ千・無色処耀 8.5 16.5 6.3 AⅡa 

3 カマド内 土師器(嚢) ヨつナチ・刷毛目 ヨコナチ・刷毛目 木葉底 31.9 21.8 7.5 AIalIi 

4 床 面 土師器(嚢) ヨコナデ・刷毛目 ヨブナデ・刷毛目 ナ チ (30.1 18.6 7.5 AIa2Ii 

5 カマド内 土師器(嚢) ヨコナチ・刷毛目 ヨつナデ・へラナチ ナ デ 1L6 10.9 6.0 AIali 

6 床 面 土師器(嚢) ヨブナデ・へラケズリ 
∃つナチ・掌毛早 

(23.3 17.9 AIblI 

7 床 面 土師器(嚢) ヨコナチ・刷毛目(朱) ヨつげ・苧毛暑 
木葉底 19.9 13.5 17.2 6.5 AⅢa2 = 

8 床 面 土師器(嚢) 
うつナチ・呼号ズリ 

ヨコナチ・へラナチ 木菜虞 30.4 26.6 33.8 8.5 AⅣ2 白 

9 床 面 土師篤く嚢) ヨブナデ・へラミガキ うつナチ・へラナデ 木築庭 25.3 2I.2 25.2 6.6 AⅣbli 

10 床 面 土師器(腹) ヨブナデ・へラミガキ ヨブナデ・ナチ 20.9 16.5 7.9 

大径が体部にあり器高が体径より大きいもの(7、 9) 、同じく小さいもの(8)がある。前者は、

頭部に段が巡り体部と区画しているもの(3へ5)と無段のもの(6)があり、口綾部は外反、

或は外傾する長胴の聾である。 ( 5 )は特に小形である。器面調整は( 6)は口綾部の外面に一部

軽いケズリがみられる他は内外面ともにヨコナデである。体部は(6)は外面が軽いヘラケズI)、

(5)は内面がナデの他は、内外面ともにいずれも刷毛目である。後者は、頚部に段の巡るもの

(7、 8)と無段のもの(9)がある。口綾部は直立外反するもの(7)、外反するもの(8)、「く」

の字に外傾するもの(9)とそれぞれ異り(7、 8)は最大径が胴部中半にあり球胴なのに対して

(9)は、上半にありゃや肩張りのする器形である。又、 (9)の底部は平底(木葉痕)である。

器面調整は、口綾部の内外面はいずれもヨコナデであるが、体部については、 (7)は外面、刷

毛目、内面刷毛目、一部ナデ、(8)は外面は刷毛目と下半ケズリ、内面はナデ、 (9)は外面は

刷毛目後ミガキ、内面はナデである。なお(7)は外面全体に「朱」が塗ってあり内面も胴部下

半から底部にかけて「朱」が雑に塗られている。

甑(第46図10) 最大径が口綾部にあり、口径より器高の高い無慮式の甑である。口縁部は、

直立気味にわずかに外反するもので頚部には体部と区画する段はない。器面調整は、口綾部外

面はヨコナデ、体部はミガキ、内面はていねいなナデである。

第19号住居跡(CF24) (第47図)

〔遺構の確認〕 C調査区の南西端、第11号住居跡の丙約3.5m、東西に走る農道の脇の地山で

確認したものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 南西部の一部が農道の下に入り込んでいるため検出出来ず、従って、正確

な平面形は不明であるが、住居の各コーナーの丸味が強い隅丸方形と推定される。規模は長軸

(南北)約5.2m、短軸(東西)約5.Omである。床面積は現存部分で約25重茸である。

〔堆積土〕 ほぼ2層に大別される。 1、 1′層はいずれも腐植質の黒褐色土である。 1層は小

礫が多く含まれている。住居の壁沿いを除くほとんど全域に堆積している。 2層は、褐色のシ
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ルトで主に壁沿いに堆積している。

〔壁〕 地山をそのまま壁としているもので、西壁、南壁の約猿が確認されていない。壁の残

在状況は最も良好な西壁で約30c血である。立ち上がりは比較的綾かで深皿状を呈している。ど

のコーナー部分も角張らず、特に丸味が強いのが特色である。壁面も直線的でなく弧状に近い

ものである。

〔床〕 地山をそのまま床面としており、比較的平坦で固くしまっている。

〔柱穴〕 床面上から検出されたピットはPlへP3の3個である。いずれも対角線上に位置す

るものであり、その位置、形態等から、柱痕は認められなかったが柱穴とみられるものである。

〔カマド〕 北壁のほぼ中央にとりつけられている。燃焼部と煙道部とからなる。本体の天井

部は既になく、両側壁が残存していた。左側壁は土師器の饗の破片を芯材として黄褐色のシル

トを固めて構築したものであり、右側壁は熟のうけた方が強く赤変しており、残りはあまりよ

くない。燃焼部の規模は、奥行約70cm、幅は最も広い焚き口部で約50c皿で中央がやや狭い。底

面は皿状を呈し床面より少し高くなっており、奥に向ってやや昇り気味である。煙道へは、奥

壁でわずかな段差をもって移行している。煙道は長さ約95c皿、幅約48c皿で奥壁際より緩い下り

傾斜をもって煙出部に至る。煙出部はピットがなく地上へは緩い角度で立ち上がる。長軸方向

はN-70-Wである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用の年代等を決定する資料としては、床面出土の土師

器がある。

土師器 復元及び破片で実測したものは杯4点、蛮7点である。いずれも製作に際してロク

ロ未使用のものである。

杯(第48図1へ4) 破片のため正確な器形が不明なものもあるが、いずれも底部形態は丸

底のものである。 (1)は、外面体部中半に沈線状の軽い線が巡るものである。 (2へ4)は、体

部中半或は下半に段が巡り、対応する内面にくびれがあるもので、段より上はほぼ外傾気味の

口縁を有するものである。 (2)は、口径に比べて器高の高いものと推定される。器面調整は一

部磨滅しており単位の不明なものもあるが、いずれも内外ともにへラミガキが施されている。

(1、 2)の内面は黒色処理されているものである。

歪(第48図5へ11) 最大径が口綾部にあり、器高が口径より大きいもの(5へ9)、同じく、

器高が口径より小さいもの(10)、最大径が体部にあり、器高が体径より小さいもの(11)とがあ

る。 (5へ9)は、いずれも頚部に段を巡らし口縁と体部を区画しているものであるが(6)は沈

線状で軽い段である。口綾部は外反するもの(5へ8)外傾する(9)ものがある。 (5)は、口

縁が外反し胴径が口縁径とほぼ同じで最大径が中半よりやや下にあり、下ぶくれの感じの長胴
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(出土遺物観察表)

「二二㌃‾‾‾- - ‾二

∴∴∴∴∴ 、

土〇〇 〇二1

番 
池上I酬立 柵 別 

調 整 
底 面 器∴高 = 径 体 径 底∴径 分顛番号 

【l ‾Ij 外 面 内 面 

1 昧∴直 帥器(上不) へラミカキ へラミカキ・ 黒色処璃 6.3 17.8 AIb2 

2 I末三∴血 師鰭(杯) へラミカキ・へラミカキ へラミカキ・ 黒色処理 (8.5) (20.4) AIal 

3 I表 面 傭 器(上下) へラミカキ・へラミカキ へラミカキ・へラミガキ (3.8) (14.2) AIal 

4 I表 面 傭 器(杯) へラミカキ・へラミカキ へラミカキ・へラミカキ (5.5) (19.9) AIal 

5 珠 面 鹿 器(饗) ヨコナデ・へラケズ ) ヨコナデ・酬七日 (29.8) 2l.0 A工a2 

6 尿∴面 師糖(饗) ヨコナデ・刷毛 ヨコナデ・刷毛田 34.5 2l.8 8.2 AIal 

7 I木∴面 輔籍(塾の ヨコナチ・刷毛 ヨコナデ・刷甘臆う (10.8) 13.1 AIal 

8 昧∴血 帥器(饗) ヨコナチ・刷毛 ヨコナデ・聞耳ニi (7.3) 13.4 AIal 

9 昧iI 棚器(饗) ヨコナチ・間七日 ヨコナチ・刷七日 (9.0) 20.8 A工al 

10 昧∴由 度 器(饗) ヨコナチ・ナ チ 12.2 15.8 5.8 AⅡal 

11 昧∴血 傭 器(幾) ヨコナデ・ミガキ ヨコナチ・ナ チ (24.5) (29.8) 7.2 AⅣb2 

12 雌横I j器(杯) へラミカキ・へラミカキ へラミカキ (5.0) 18.0 AIa2 

13 堆積」 帥器(埼) へラミカキ・へラミガキ へラミカキ・黒色処理 (4.5) 18.8 A工al 

14 堆積! ブ 恵器(杯) ロクロ痕 ロケロ疲 へラ切り 5.0 13.8 (6.7) C 

15 雌機上 忠恕(高台部) ロケロ痕 ログロ痕 (2.8) 9.1 C 

第49図 第19号住居跡出土遺物(2)

の饗である。又、 (6)は口縁が外反し、胴部が直線的で、器高が口径に比して特に高い饗であ

る。 ( 7へ9)は下半が欠損しているため正確な器形は不明であるが比較的張らない長胴であろ

う。器面調整は、口縁の内外面はヨコナデ、体部外面に(5)は、軽いケズリがみられる他は、

胴部上半がやや丸味を有する口縁の外反する小形の饗である。器面調整は体部外面は磨滅のた

め不明である。内面の口縁部はヨコナデ休部はナデがみられる。 (11)は口綾部が欠損してい

るため正確な器形は知り得ないが、最大径が体部中半にある球胴で口縁部は内外面ともにヨ

コナデ、体部外面は刷毛目後、ヘラミガキ、内面はナデが施されているものである。

〔堆積土出土遺物〕

土師器 完形品はなくいずれも破片であり、製作に際しロクロ未使用のものである。

杯(第49図1、 2)いずれも底部形態は丸底と推定されるものである。 (2)は高林の杯部か

もしれない。体部下半に段の巡るもので( 2)は対応する内面にくびれのみられるものである。

( 1 )は段より上は内湾直立気味、 (2)は外傾気味の口縁を有するものである。器面調整は、内

外面ともにへラミガキがなされ、 (2)は内黒処理されている〇
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須恵器

復元できるものはなく、いずれも破片である。

杯(第49図3) 休部から口綾部まで内湾気味に外傾するもので、底部切り離し技法は回転

へラキリであり、わずかに調整のあとが認められる。

高杯(第49図4) 林部を欠損しているもので、高台内外面はロクロ調整痕のみである。高

台はあまり開かず比較的高いものである。高台接合時の時の調整によって切り離しは不明であ

る。杯底部外面には菊花状文調整痕が残っている。底部外面には「官」と読める墨書痕が認め

られた。

第20号住居跡(C C53) (第50図)

〔遺構の確認〕 C調査区のほぼ中央、第21号住居跡の南東約7m、第5住居跡の南西約7 mの

地点の地山で確認されたものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 平面形はほぼ方形であるが南東隅に丸い振り出しがみられる。規模は長軸

(東西)約4.8m、短軸(南北)約4.5mである。床面積は約21.6Ⅱ子である。

〔堆積土〕 ほぼ1層である。黒褐色の腐植質土で、小礫、木板等が非常に多く含まれている。

その他、地山のシルトが小ブロック状に入っている。

〔壁〕 地山をそのまま壁としたもので、壁は小礫が多く入り込んでいるため凹凸が激しく、

壁面は出入りが多く直線的でないところが多い。残存壁高は比較的良好な北壁で約23c血であり

立ち上がりも比較的綾かで深皿状である。

〔床〕 地山をそのまま床面としているものであるが、礫が多く凹凸が激しい。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマド〕 東壁北寄りにとりつけられている。燃焼部及び煙道部よりなる。燃焼部の天井部分

は既になくシルトで構築された両側壁は全体として焚き口部に崩れたような形で残存し、残存

状況が悪く、特に、左側壁は一部しか残存していない。燃焼部は奥行約80c皿、幅約50c皿の舌状

を呈し、東壁を掘り込んだ形である。煙道へは約10c皿の段差をもって移行している。煙道は長

さ約70cm、幅約40cmと他に較べて短く、煙出部にはわずかに落ち込みが認められた。焼土がび

っしり堆積していたわりには残りが良くない。長軸方向はN-1170-Eである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 貯蔵穴状ピットは認め’られない。床面上から検出されたピットとして

中央のピットがあるが、底面の一定しない皿状のもので住居に付随するものとは認められない。

又、住居周辺にある小ピットは、煙道のところに一見「対」になっている小ピットがあり関連

がありそうであるが明確ではない。その他、床面北東側、カマド右側にはそれぞれ焼土の堆積

が認められたが性格は不明である。
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」臆i=㌦,」」

(出土遺物観察表)

帝 Il’ 

出上層位 怪 聞 
調 整 

底∴∴∴面 
器高 圧m) 

口径 (ぐ爪) 体径 (c爪) 

短を 分類番号 
外 商 囚∴∴∴∴面 

1 味 面 類屠 仁子- ロ グ ロ ロ グ ロ 鵬云へラ切り (2,3) (5.8) C 

2 原 画 須j書 言い ロ ケ ロ ロ グ ロ (3.5) 13.6 C 

3 昧 面 須恵 言上 ロ ク ロ ロ グ ロ 回転へラ切り 3,9 14.0 (78) C 

4 癌 面 類 青 く二.、 (雄) ロ ケ ロ ロ グ ロ 山猿へラ切り 3.0 (6.8) C 

5 味 面 須恵誌上雄〉 ロ ケ ロ ロ グ ロ 1.5 (7.9) C 

6 鷹 面 須 蚤器上蓋) ロ ケ ロ ロ グ ロ 回転糸切り は1,9) (11.7) C 

7 床 面 類 墓誌I喫) 夕∴∴タ キ メ C 

8 床 面 須恵器I態〉 夕∴∴タ キ メ C 

第51図 第20号住居跡出土遺物

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料は床面出土の土師器

須恵器等である。
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土師器 杯の出土はなく、いずれも饗だけの出土である。製作に際してはロクロ未使用のも

の、ロクロ使用のものとがあるが、口綾部、休部ともに小破片で実測できるものはない。

須恵器 いずれも破片で完形品はない。実測したものは杯5点、毒1点、その他に大聾の体

部の破片の拓本がある。

杯(第51図1へ5)いずれも休部から口綾部まで外傾気に開くものと推定されるものである。

(l、 2)は灰白色、 (3へ5)はくすべ色を呈しているものである。底部の切り離し技法は一部不

明なものもあるが、ほとんどがヘラ切り無調整のものである。

童形土器(第51図6) 破片なため正確な器形は不明であるが、高台付の壷形土器と推定さ

れるものである。体部下半には窯壁の一部と思われるコークス状の塊が付着している。底部の

切り離しは回転糸切りである。

蛮(第51図7、 8) いずれも外面にタタキメが認められるもので、比較的大形の饗の体部破

片と推定されるものである。

紡蓮車 鉄製の紡錘車が北壁近くの床面より出土したが調査時の不手際により粉失した。

第21号住居跡(B JO6) (第52図)

〔遺構の確認〕 C調査区の北端、ほぼ中央地点の地山南で確認したものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 平面形はやや東西に長い長方形であり、南隅は丸く張り出している。南辺

は直線的でなく出入りがみられる。規模は長軸(東西)約4.7m、短軸(南北)約3,8mで床

面積は約17.1壷である。

〔堆積土〕 ほぼ一層である。黒褐色の少しシルトの混じった腐植質土で木板や小礫が多く含

まれている。床面をはじめ住居全域に堆積している。

〔壁〕 地山をそのまま壁としているものであるが残存状況が悪く、北、東壁は良いところで

約20cm内外の壁高を呈しているが、南、西壁では浅く皿状で両壁の一部は削平されて確認でき

ないところもある。なお、南壁は出入りが多く直線的でない。

〔床〕 地山をそのまま床面としているが礫が多く凹凸が激しい。又、床面は全体として南か

ら北へ緩かに傾斜している。南側は特に礫が多い。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマド〕 東壁南寄りにとりつけられている。検出されたカマドは燃焼部のみで、煙道につ

いては削平されて残存していないものか、当初からないものか不明であるが、前者の線がつよ

い。カマド本体は上部をかなり削平され、天井部も既に残存していない。両側壁はシルト、及

び黒褐色土の泥土で固めて構築されており、右側壁には芯材として砂岩性の直方体の石を利用

している。燃焼部は奥行約40cm、幅30cmで舌状を呈し床面は皿状で奥壁で約20cmの段差をもっ
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ー上餅田遺跡-

画面董星田
0

15 10c柵

l ,一 = l ‖ 口l

(出土遺物観察表)

番 ナナ 

出土屈位 種 別 
調 整 

底 面 
器高 (伽) 口径 (cm) 体径 (c同) 底径 (cⅢ) 

分類番号 
外 面 内 面 

1 床 面 赤焼き土器(珂 ロ グ ロ 痕 ロ タ ロ 痕 ケズi)調整 4.3 12.5 6.4 

2 床 面 赤焼き上巻(杯) ロ グ ロ ロ グ ロ 回転糸切り 4.8 15.4 7.8 

3 床 面 須恵器(雄) ロ タ ロ ロ グ ロ 回転糸切り 6.5 16.7 7.6 

4 床 面 須恵器(杯) ロ グ ロ ロ タ ロ 回転へラ切り 4.8 15.4 7.8 C 

5 床 面 須恵器(杯) ロ タ ロ ロ タ ロ 回転へラ切り 5.9 16.0 8.1 C 

6 床 面 須恵器(杯 ロ タ ロ ロ グ ロ 回転へラ切り 3.4 13.4 8.1 C 

7 床 面 須 息器(杯 ロ ク ロ ロ タ ロ 回転へラ切り 4.2 15.8 9.3 C 

8 床 面 須 求器(坪 ロ タ ロ ロ タ ロ 回転へラ切り 4.4 14.8 7.1 C 

9 床 面 土師器(蛮) ロタロ・タダキ目 ロ グ ロ (7.7) (20.5) B 

10 床 面 土師器(瑳) ロ グ ロ ロ ク ロ 
(3.5) (18.1) B 

1l 床 面 土師器(蛮) ロ タ ロ・ナ チ ロタ ロ・ナデ (9.0) (12.6 B 

12 床 面 須恵器(壷) ロ タ ロ ロ タ ロ 
(11.5) (19.6) C 

第54図 第21号住居跡出土遺物(2)

て地上に出ている。燃焼部内にはわずかに焼土の堆積が認められた。長軸方向はN- 1450-W

である。

〔貯蔵穴状ピット等〕 南東隅、南西隅及び中央やや北寄りの床面より不整形のピットが検出

された。そのうちPlへP3はそれぞれ壁に接し、深さは10cⅢ前後の皿状を呈し、堆積土は炭化

物や焼土を微量含むもので、底面より土師器の破片が少し出土している。貯蔵穴状ピットとも

考えられるが、性格は不明である。なお、P。は木根の撹乱によるものとみられる。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては床面より出土した

土師器、須恵器等がある。

土師器 いずれも製作に際し、ロクロを使用しているものである。完形品はなくいずれも小

破片である。実測したものは饗の口綾部3点だけで杯はない。
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第55図 第21号住居跡堆積土出土遺物(1 )
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(出土遺物観察表)

1
■
l

-
ヽ
〕

爪
〃
〃
山国

A
「

0 5 】O同

i 一 〇 = i = = l

番 
畠!二間を 櫨∴∴騎 

月 寄 
晩∴面 

胃癌 (ぐ寒) 掴ま し〔章子 閤曇 (C回) 塩花 圧回) 

1凋番号 
外∴∴∴∴箇 画 面 

l 地織上 土錦秋)白 ベラ三宮・-i時や龍 工0 l工了 AI●高 

2 誰機上 上節苗葛裏I ヨ二十千・;?′ 祭主0 I9.9 AIa同 

3 誰持上 士朗訊裏) 126.3〉 19工 Ala事i 

4 増強土 土節臥壕- ?上1 18.3 Alき吊i 

〕 堆機上 1:銃猟語」 23.6 22.1 

6 堆持上 独恩か寝〉 音3.打 し=.自 C 

I 機,議 書 私意割援) ケ ○∴ゝl C 

8 誰持上 狛患乱費〉 ?∴?∴÷∴メ C 

9 櫨機上 独き訊裏王 ケ ア∴そl C 

IO 櫨機上 明き露l覆) ク∴9∴?∴l C 

= 根強土 独き露l裏 ア ヤ∴? メ C 

12 増強土 幼鳥さI援 9∴?∴÷∴メ C 

13 機構上 明恵露一類 ナ ○∴ネ メ C 

14 堆機上 録文士赫 

15 雌機上 蝿文士酪 †:〇 位‡ 

第56図 第21号住居跡堆積出土遺物(2)

蜜(第54図9へ11) (9)は口綾部「く」の字に外反しており(10)は強く「く」の字に外反

し、口唇部がやや上方にわずかに引き出されているものである。 (11)は外反気味の口縁を有し

口唇部がやや上方にわずかに引き出されているものである。調整は多くは磨滅のため不明であ

るが(9)は体部外面にタタキメがみられ、その他ナデ、刷毛目などがみられる。

須恵器

杯(第も3図1、 2) (1)は休部が丸味をもって外傾し中半より口綾部にかけてやや強く外傾

するものである。 ( 2)は休部から口綾部にかけて外傾気味のものである。底部の切り離しは(2)

は回転糸切り技法によって切り離され無調整であるが、(l)は底部をケズリ調整しているため不

明である。色調は(1、 2)ともに浅黄橙色を呈し、胎土に微細な砂を多く含んでいる。(赤焼き土

器)
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杯(第53図3へ8) (3、 8)は体部から口綾部まで丸味をもって外傾するものであり、(3)

は他の杯に比べて器高の高いものであり、底部切り離し技法は回転糸切り無調整である。( 4へ

7)は体部から口綾部までほぼ直線的に外傾するものである。底部の切り離し技法はいずれも

回転へラ切りであり(6、 7)は体部と底部の境目をわずかに調整しているが技法の単位は不明

である。

壷(第54図12) 壷の体部の破片と推定されるもので、体部外面は、褐灰色、灰白色、内面

は橙色を呈しているものである。

〔堆積土出土遺物〕 堆積土より別表の如く多くの土師器、須恵器等の破片が出土しているが、

その中で復元実測したものは、土師器の杯1点、饗3点、甑1点、須恵器の杯1点と、大饗の

体部破片の拓本7点、縄文土器2点である。

土師器 製作に際しいずれもロクロを使用していないものである。

杯(第55図1) 底部形態は丸底のもので、体部外面に軽い段の巡るものである。対応する

内面にはくびれは認められない。段から上は内湾気味に外傾する口縁を有するものである。器

面調整は、 -部不明のところもあるが内外面ともにへラミガキされ、内面は黒色処理されてい

る。

蛮(第55図2へ4) 最大径が口綾部にあり、器高が口径より大きいものである。いずれも

頚部に段が巡り口綾部と体部を区画しているものである。口綾部はいずれも直立外反するもの

で胴部上半にふくらみのある長胴のものである。器面調整は、口縁部の内外面は-部ケズリの

みられるもの(4)もあるが、いずれもヨコナデである。体部外面の(4)は軽いケズリであるが

他はいずれも刷毛目である。内面は一部ナデのみられるもの(2)もあるが、いずれも刷毛目で

ある。

甑(第55図5) 最大径が口綾部にあり、口径より器高の大きい口縁部が外反する無底のも

のである。器面調整は、口綾部の内外面はヨコナデ、体部外面は下手にケズリ、内面は刷毛目

である。

須恵器

坪(第55図6) 口縁部が内湾気味に外傾する口縁を有する口綾部の破片である。

蜜(第56図7-12) いずれも体部の破片で、外面には平行叩き目文があり、内面には当て

工具痕や軽いナデのあるものである。

縄文土器

鉢形土器(第56図14、 15)小破片なため正確な器形は不明であるが簡略化された羊歯状文

が施されている鉢形土器の口綾部近くの破片と推定されるものである。その文様の特徴から大

桐Cl式に併行するものとみてよいものであろう。
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第58図 第22号住居跡出土遺物
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荷
(出土遺物観察表)

番 号 

出土屈位 種 別 
調 整 

底 面 嵩高 口径 体径 ● 分類番号 
外 面 内 面 

1 床 面 土師器(杯) ロ タ ロ 痕 へラミグキ・黒色処理 6.3 15.0 (8.8) B 

2 床 面 土師器(瑳) ナ デ ログロ療・ログ口煩 B 

3 床 面 土師器(蛮) ナ デ B 

4 床 面 土師器(蛮) ケ ズ
i) 同心円状当て具頂 

5 須恵器 須恵器(坊) ロ ク ロ 痕 ロ ケ 口 煩 ヘラ切り 3.9 13,6 8.3 C 

6 床 面 須恵器(蛮) 平 行 叩 き 白 文 放射状当て見波 ヨコ ナ ラ′ 

7 床 面 須恵器(蛮) 
平∴行∴甲】∴∴3 H

文 ケズ リ 

8 堆積土 土師器(杯) ロiク 口 癖 ミ カキ・黒色処嫡 4.3 白2.9 B 

9 堆舐土 土師器(茜) ヨ コ ナ デ・ハケメ 三 二 ナチ・I、ケ メ 
(8.2) (12.0 

10 堆積土 土師器(蛮) ロ タ ロ 痕 ロ ブ∴∴∴口∴∴点 (7.0) 惚.9) 

11 堆積土 (須恵器(雄) へラ切リ (l.7) 6.9 C 

第59図 第22号住居跡堆積土田土遺物

第22号住居跡(CGO9) (第57図)

〔遺構の確認〕 c調査区の南側中央部、第11号住居跡の南東約4 mの地点の地山で確認した

ものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 平面形は、ほぼ方形に近いものであり、規模は長軸(東西)約4.6m、短軸

(南北)約4.3mである。床面積は約19.8Ⅱ子である。

〔堆積土〕 3層に大別される。 1層は、黒褐色の腐植質土で、小礫を多く含み、壁沿いを除

くほぼ全域に堆積している。 2層は、黒褐色のシルトで主に壁近くより床面に薄く堆積してい

る。 3層は、黄褐色のシルト混じりの褐色土で、東側壁近くより西に向って床面に堆積してい

る。

〔壁〕 地山をそのまま壁としているもので、立ち上がりは綾かで深皿状を呈しているところ

が多い。壁高は、残存状況の良好な西壁で約25c皿である。壁面には小礫が多く入っており、小

さな凹凸が多くみられる。

〔床〕 地山をそのまま床としており全体としてみるとほぼ平坦であるが、小礫が多く出てお

り小さな凹凸が多くみられ、一見、石敷きの床のようにみえる床面である。

〔柱穴〕 認められない。
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一上餅田遺跡喜

〔カマド〕東壁南寄りにとりつけられている。燃焼部のみで煙道部は検出されていない。燃

焼部の天井は既になく両側壁のみが残存していたもので、特に、右側壁はほとんど崩れて形を

留めず低くなっていた。残存状況の良好な左側壁でみると、黄褐色のシルトを固めて構築して

いたことがわかる。焚口部には、カマドの天井部や側壁等を構築した際利用したとみられる長

さ約40。m、径約20cm楕円状のものなど大小数個の/i順石が散乱していた。これらはいずれも熱

を受けた跡があり、表面は赤変しもろくなっていた。燃焼部は奥行約50c血、最大幅約50c皿の舌

状を呈し底面はやや掘りくぼめられ焼土の堆積がみられた。長軸方向はN「08。喜Eである。

〔貯蔵穴状ピット等〕北東隅床面より径約38cm、深さ約8cmの皿状のピットが検出されてい

るが性格は不明である。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料は床面及び、カマド内

出土の土師器、須恵器等がある。

土師器 いずれも製作に際してロクロを使用しているものである。出土したものは小破片が

ほとんどで、実測したものは杯1点、饗2点、拓本1点である。

杯(第58図1) 内湾気味に外反する口縁を有し、内面はヘラミガキで黒色処理を施してい

るものである。底部切り離し技法は磨滅のため不明である。

璽(第58図2、 3)いずれも□綾部の破片である。最大径が口綾部にあり口径より器高の大

きいもので長胴形と思われるものである。口綾部は「く」の字に外反するものでロクロ調整さ

れているが体部内外面にナデがみられる。 (4)は胴部の破片であるが、外面がケズー)、内面に

同心円状の当て工具痕がみられるものである。

須恵器 復元可能なものは杯1点のみで他はいずれも饗の破片である。

杯(第58図5) 体部から口綾部にかけてはぼ直線的に外傾するもので 口径に比べて底径

の大きいものである。底部の切り離し技法は回転へラ切りで、調整はみられない。

蛮(第58図6、 7)体部の破片で外面は平行叩き白文、内面は放射状当て工具痕とヨコナデ

痕がみられる。 (7)は、大聾の底部とみられるもので底部近くは横のケズリ、その上部には平

行叩き目文がみられ、内面は雑なナデ調整が施されている。表面は灰白色であるが内面は黄白

色である。

〔堆積土出土遺物〕

土師器 製作に際してロクロ未使用のものとロクロ使用のものがある。いずれも口綾部の破

片である。

杯(第59図8) 体部から口綾部にかけて内湾気味に外傾しているもので外面はロクロ痕、

内面は、ミガキがなされ黒色処理されている。

蛮(第59図9、 10) (9)はロクロ未使用のもので、 □綾部がわずかに外傾する小形の饗と
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第60図 第23号住居跡

E10

十s58

推定されるものである。内外面とも口綾部はヨコナデ、体部は刷毛目である。 (10)は口綾部が

「く」の字に強く外反しているロクロ使用のものである。

須恵器

坪(第59図11) ヘラ切り痕のある杯の底部である。

第23号住居跡(BH56) (第60図)

〔遺構の確認〕 B調査区の南端、第10号住居跡の南約3 mの地点で、南壁の一部が第5号住
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一上餅田遺跡一

層跡の北壁と接するような形で検出されたものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形〕住居跡の大部分はすでに削平されており、北及び北東側の一部分と南側の壁の極

一部が残っている。残存部から推定すると平面形は、ほぼ長方形と思われる。

〔堆積土〕確認面が削平されて低い面なため比較的残りのよい北東隅附近を中心に北側に一

部残っているにすぎない。礫の多少により2層に分けられるが、本質的には礫、地山の明黄褐

色のシルト混じりの暗褐色シルト1層である。

〔壁〕地山をそのまま壁としており、北壁及び東壁、南壁の一部が検出されている。残存高

は最も高い北東隅で約10mであり立ち上がりもゆるやかである。

〔床〕地山をそのまま床としているものである。北及び北東側に一部存在している。床面は

木板による撹乱などにより凹凸が多い。

〔柱穴〕住居内と推定されるところにより11個のピットが検出されているが、配列や深さ等

からみて、それとみられるものは確認されなかった。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定するための資料として床面より出土し

たものはなく、壁土より須恵器の大饗の破片の他土師器の饗の破片数点が出土したのみである。

第24号住居跡(BF12) (第61図)

〔遺構の確認〕 B調査区の南西地域、第7号住居跡の南約3 mの地点の地山面で確認したも

のである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 隅丸方形である。規模は、東西、南北ともに約4.2mである。床面積は

約17.6壷である。

〔堆積土〕 2層に大別される。 1層は暗褐色の炭化物を微量に含む腐植質土であり、住居の

ほぼ全域に堆積しており、ほぼ全般にわたり床面にも達している。 2層は褐色のシルトで、礫

を多く含み、南壁際及び住居の南西部分の床面上に薄く堆積している。

〔壁〕 地山をそのまま壁としているものであり、全体に削平をうけて残存状態はよくない。

壁高は最も残りの良い南壁で約10c皿であり、他は6へ8c皿である。従って壁の立ち上がりも皿

状に近く鋭さに欠ける。

〔床〕 地山をそのまま床としておりはぼ平坦でかたい。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマド〕 北壁東寄りにとりつけられている。検出されたカマドは燃焼部のみで、煙道はな

い。全体として上部を削平され両側壁も扁平な形で残存しているもので本体の天井部等も既に
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(出土遺物観察表) カマド堆積土

層 土 色 土性 備 考 

l層 7.5YR者 暗褐色 鷹描質土 炭化物を微量含む 

2屑 7.5YRX 褐色 シルト 榛を多く伴う 
地山のシルトが混じる 

層 土 性 土性 備 考 

1層 7.5YR方 褐色 シルト 

2層 7.5YR方 暗褐色 シルト 

3層 10YR方 にぷい黄褐色 シルト 焼土微量含む 

4層 5YRX 赤褐色 シルト 焼土、炭水化物を含む 

5屑 10YR方 にぷい菰橙色 シルト 焼土混じる 

第61図 第24号住居跡
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ー上餅田遺跡-

千三二「‾‾7

0 5 10c鵬

」臆臆⊥ 一 = l = 一 十」

(出土遺物観察表)

萱 ナチ 

出土厨位 種 別 
調 整 

底 面 
嵩 高 口

径 (c爪) 体径 (c調) 底径 (c同) 分類 番号 外 面 内 面 (c鵬) 

1 カマド内 土師器(埠) 不 明 ミガキ、黒色処理 (13.5) A 

2 床 面 須恵器(杯) ロタロ、ケズリ ロタロ ヘラケズリ (l.5) 6.5 C 

3 床 面 須 忠器(埠) ログロ ログロ (3.4) (13.4) C 

4 床 面 須恵器(高埠) ロタロ ログロ (3.0) C 

5 床 面 土師器(謹) ヨコナデ ヨコナデ (l.8) (20.0) 

第62図 第24号住居跡出土遺物

ない。燃焼部は奥行約40cm.幅約30cmで舌状を呈し底面は熟を受け赤変し焼土が2 - 3 cm堆積

していた。奥壁は約10c皿の段差をもって地上へ続いているが、その外に煙道部らしきものは認

められない。両側壁は芯材に直方体状の砂岩質の石を入れシルトでもって構築しているもので

両側壁は熱をうけ赤変しているところが多い。長軸方向はN-180-Eである。

〔貯蔵穴状ピット等〕 認められない。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用の年代を決定するための資料としては、カマド内及び

その周辺の床面より出土の土師器、須恵器がある。製作に際してロクロを使用していないもの

とロクロを使用しているものがある。

土師器 いずれも小破片で復元できるものはない。

杯(第62図1) (1)は内湾気味の□縁を有する杯の破片である。内面はヘラミガキ後黒色

処理され、外面は磨滅のため不明である。

寝(第62図5) (5)は外反気味の口縁を有し、口唇部が角に調整されている長胴の饗とみ

られるものの破片である。調整は内外ともにヨコナデである。

須恵器(第62図2へ4) いずれも底部や口縁部の破片である。

杯(2)は、底部下端から底面にかけてへラケズI)調整を施しているものであり、切り離し

技法は不明である。 ( 3)は外傾気味の口縁である。

高杯(4)はやや開き気味の高台部であるが底部の切りはなし技法は小破片のため不明である。

第25号住居跡(BG21) (第63図)

〔遺構の確認〕 B調査区の西端、第14号住居跡の北約2mのところの地山面でその一部を確認
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堆 積 土

層 土 色・ 土 性 備 考 

1層 7.5YR雰’暗褐色 腐植質土 小木根 

2層 7.5YR矛 暗褐色 シ ルト 壁のシルトが 

第63図 第25号住居跡

ー上餅田遺跡-

したものであり、大部分は調査区

外にあるものである。

〔重複〕 検出した部分には認め

られない。他は不明である。

〔平面形・規模〕 検出した部分

から推測すると方形を基調とした

隅丸方形になると思われるが正確

なことは不明である。規模は、東

壁とみられる部分が約3.5 mであ

る。その他は不明である。

〔堆積土〕 2層に分けられる。

1層は住居内のほぼ全域を覆って

いるとみられる黒褐色腐植質土で

あり、 2層は壁際と床面の一部に

堆積している。地山の混じった暗

褐色土である。

〔壁〕 地山を壁としており比較

的鋭い立ち上がりを呈している。

検出した東壁の壁高は約20c皿であ

る。

〔床〕 地山をそのまま床として

いる。検出されたところは平坦で

固い。

〔柱穴〕 検出した部分には認め

られない。

〔カマド〕 不明である。

〔貯蔵穴状ビット等〕 検出した部分には認められない。

〔年代決定資料〕住居の構築、使用等の年代を決定するための資料は、床面出土の土師器が

ある。

土師器 完形品、復元可能なものは璽2点である。いずれも製作に際してロクロ未使用のも

のである。

蛮(第64図1、 2)最大径が口縁部にあり器高は口径より大きいもの(1)と、最大径が体部
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(出土遺物観察表)

番 号 

出土剛立 種 別 
調 整 

国書-…- 嵩高 口径 体経 廃絶 分類番号 
外 面 内 面 

l 床 面 土師器(蛮) ヨ コナデ・刷毛目 ヨコナデ・撃七草 木 葉 底 27.5 19.4 8.5 AIa2i 

2 床 面 土師器(瑳) ヨ コナデ・ケズリ ヨコナデ・へラナチ 木 葉 底 (26.0) 23.6 8.5 AⅢa2ii 

第64図 第25号住居跡出土遺物

にあり、器高が体部径より大きいもの(2)がある。いずれも頚部に段が巡るものである。 (1)

は口綾部が外傾気味に内湾し胴部がややふくらみをもつ長胴である。又、 ( 2)は口唇部近くが

欠損しており正確な器形は不明であるが、口綾部が外反し、体部はやや面長な球形を呈するも

のである。器面調整は、いずれも口綾部の内外面はヨコナデ、 ( 1 )の外面は刷毛目、内面は刷

毛目後へラナデである。 (2)は外面は磨滅しているところが多いが、下半はケズI)がみられ、

内面はヘラナデである。

2 語遺構とその出土遺物

第1号話(第3図)

〔確認面〕 調査区(A)の最北端の地山面で確認したものである。

〔形状、方向等〕 溝の断面形は、西側では逆台形状を呈し、東に移行するにつれてⅤ字に近

い形になっていて、東端の落ち込み部分は広くえぐれて滝壷状になり、底面、側面には多くの

礫が露出している。溝は、ほぼ西から東へ走っており、東端は約1 mの落差をもって落ち込み、

更に崖下へと落ちており、第17号住居跡を切っているものである。性格は不明である。
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〔規模〕 残存長は、約18mで上幅は約70-100cm,底面幅は25へ50c皿、深さは約15へ30cmで

東へ移行する程深くなる。落下部分は上端約2皿、底面幅は約70へ100c皿である。

〔堆積土〕 主に黒褐色の腐植質土で1層である。

〔出土遺物〕 溝より出土はなく滝壷状の落ち込みの底面より、少量の土師器の杯、饗の体部

の破片が出土している。

第2号溝(第3図)

〔確認面〕 第1号溝のすぐ南の地山面で確認したものである。

〔重複〕 第1号溝の西部分より分れて東へ走るものである。

〔形状、方向等〕 断面形は逆台形状を呈しており、緩かな傾斜で西より東端までわずかに

蛇行しなから走るもので性格は不明である。

〔規模〕 現存長は約9.5m7L上端幅は30-40c皿、底面幅は約20-25cm、深さは約15-20cm

である。

〔堆積土〕 黒褐色の腐植質土1層のみである。

〔出土遺物〕 堆積土中より土師器の饗の体部破片が7片出土している。

第3号溝(第3図)

〔遺構の確認〕 第2号溝の南約2mの地点の地山で確認したものである。

〔形状、方向〕 浅い皿状を呈しているもので途中は削平されて確認できなかったものである。

やはり、東端で落込む。ほぼ、西から東へ走るものである。

〔規模〕 現存長約13m、上端約30へ40cn、底面幅25-30cm.深さは10cm内外である。

〔堆積土〕 黒褐色の腐植質土一層である。

〔出土遺物〕 特に出土していない。

第4号溝(第3図)

〔遺構の確認〕 D調査区の南西地域、耕作土下の地山南で確認したものである。

〔形状、方向〕 逆台形状を呈すもので西に移行するほど底面が掘り込まれⅤ字に近くなる。

東から西へ調査区内を斜めに横切って走っているもので途中に板状に浅い皿状の溝が入りこん

でいるもので性格は不明である。

〔規模〕現存長は約28m、上端幅はl.2-l.4m、底面幅は、 0.8-l m.底面幅0.6-0・8m

〔堆積土〕黒褐色の腐植土1層であるが、西へ移行するほど小礫が多く含まれている。

〔出土遺物〕堆積土中より、土師器の杯の口綾部1、蜜の口縁部2、休部25、木葉底1が出

土している。いずれも小破片で、復元、実測できるものはない。

3 焼土遺構とその出土遺物

第1号焼土遺構
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KMD

s66芋式

E4 s23

十S66十wll

▲主ゝ

十 S22十

a-
1

第2号焼土遺構出土遺物S二者

喜。′ 調査区の北西、第1号住居跡の北西

門閥 隅からわずか50c皿北の他山面で確認し

_ 」⊥」」
⊥」 om紹m工mたものである。平面形は、少しくずれ

a

」 l i 了 I 」

第1号焼土遺構 た楕円形で長軸約60c皿、短軸約45c皿、

深さは約6c皿である。底面は平坦で壁面は非常に緩かに瀦-、三‾‾務
1屈 焼土、炭化物微址 皿状を呈しているものである。底面全体に熱で赤変した

第2号焼土遺構(第65図)
焼け面がみられた。堆積土は焼土のみで、遺物は出土し

ていない。性格は不明である。

第2号焼土(CC56) (第65図)

B調査区の北東第20号住居跡の北東約2m第5号住居跡との間の地山面で確認したものである。

平面形は隅丸の長方形状で、長軸約90cm深さは約10c皿である。壁面は綾かで深皿状を呈して

いる。底面は平坦で、特に熱を受けた様子はみられない。堆積土は、炭化物の少量混じった焼

土のみである。出土遺物は堆積土中より土師器の饗の破片が出土している。性格は不明である。

土師器

蛮(第65図1) 製作に際してロクロを使用しているもので、下半及び上半部の多くを欠損

している破片なため正確な器形は不明であるが、体部中央がふくらむ長胴の饗とみられるもの

である。頚部で強く「く」の字に外反して短い口綾部がつくり出されている。口縁端部は上下

にややのびて狭い縁帯状をなしている。器面調整は外面には平行タタキメ文がみられ、内面は

ロクロ調整である。

4 小ピット群

住居跡の周辺には、多くのピットが存在する。特にC区中央附近に多い。これらの平面形は

円形、楕円形、あるいは不整形のものであり規模は径、深さともまちまちである。これらは、

特に柱痕跡の確認されたものもなく、配列においても規則性に欠け、その性格を指摘できる根

拠をもつものはない。

5 表土および出土地点不明の遺物(第66、 67図)

ここでとりあげる遺物は表土除去および遺構検出の際表土中より出土した遺物や表採等によ
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\ →、一二二二案′r

第66図 表土、出土地点不明遺物= )

-177一



ー上餅田遺跡「

i
白
日
目
口
、
 
l
V
i

-
∧
八
八
日
‖
V
-

葵

ー<二二二二二> -

i

」」」⊥」」_⊥鵜苫

第67図 表土、出土地点不明遺物(2)
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る出土地点不明の遺物である。縄文土器、土師器、須恵器、石製品がある。

縄文土器 羊歯状文や連続刻目文等のモチーフのみられる台付鉢の高台部である。縄文晩期

前半B-C式或はCl式に属するものであろう。

土師器 製作に際しいずれもロクロ未使用のものである。実測したものは杯2点、饗2点、

甑1点等である。

杯 いずれも底部形態が丸底と推定されるものである。 (1 )体部下半に段が巡り(2)は内面

にくびれがみられず体部から口綾部にかけて内湾気味に外傾するものである。 ( 3)は外面に段

が巡り内面にくびれを有するもので体部から口綾部にかけて外傾気味のもので、高林の杯部であ

る可能性もある。調整はいずれも内外面ともヘラミガキし、内面は黒色処理されている。

碗形土器(第66図4) 底部から□綾部にかけて内湾気味に直立するもので饗の底部に類似

した低い台のついているものである。休部外面はヘラケズI)され、内面は粗いヘラミガキがな

され黒色処理されているものである。

婆(第66図5-7) 最大径が口綾部にあり器高が口径より大きいもの、或は大きいものと

推定されるものである。いずれも口綾部が外反するもので(5、 6)は頚部に段が巡り体部と区

画しており、 (7)は無段のものである。器面調整は口綾部の内外面はヨコナデ、体部は(5)は

下半にかけてケズI)かみられるが他は刷毛目である。内面はいずれも刷毛目である。

甑(第66図8) 口綾部が軽く外反し、頚部に段の巡るもので無慮式のものである。器面調

整は口綾部内外面はヨコナデで、体部外面は刷毛目、ケズリ、内面は剛毛目である。

須恵器

壷(第66図9) 口綾部が逆台形状に外反する長頭壷の頭部と推定されるものの破片である。

石製品

a 砥石(第67図1) 泥質細粒凝灰岩製のものである。砥面は3面からなり、いずれも中央

部がへこみ弧状をした面をなしている。 (長さ10.4c皿、幅2.7c皿、高さ1.lcm-2.4cm)

b 石器 6点出土している。 (2)は片面iに刃部加工のみられる不定形石器で材質は凝灰質珪

質泥岩である。 ( 3)は縦形の石匙で、打面周辺に両面から調整剥離を加えてつまみを作りだし

ているもので、片面にのみていねいな調整剥離を加えて刃部を作り出している。材質は珪質泥

岩である。 (4)は小形の石斧である。刃部は片面をわずかに剥離した後研磨して作り出してい

る。材質は泥質細粒凝灰岩製である。 (5)は粘板岩製の石鍬である。 (6、 7)は表面がわずか

に研磨された石棒状のもので、材質は淡緑色石質凝灰岩、含凝灰岩小角礫硬質泥岩である。
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Ⅳ 遺構と遺物に関する考察と問題点

1 竪穴住居跡の形態と構造

発見された住居跡25棟のうち、完全あるいはほぼ完全に近い形で検出された21棟について、

住居の構造、形態等についてその特徴を簡単にまとめる。

〔平面形〕 いずれの住居跡も方形を基調としたものであり、その形は正方形あるいは正方

形に近いものがほとんどで長方形を呈するものは誼か1棟のみである。正方形の中でも隅が丸

味をおび、いわゆる隅丸方形になっているものかほとんどである。特殊なものとして不整円形

に近いものも1棟存在する。

〔規模〕 床面積を比較してみると次のような各群に分けることができる。

a群10壷未満のもの:第14、 15号住居跡

b群10へ20壷のもの:第2、 3、 5、 16、 18、 21、 22号住居跡

C群 20へ30Ⅱ子のもの:第9、 12、 19、 20号住居跡

d群 30へ40壷のもの:第1、 7、 8、 10、 11号住居跡

e群 40Ⅱ子以上のもの:第4、 6号住居跡

以上のように比較的小型の住居から大型の住居まで面積の異なる住居が集っているかその中

でもb群が最も多く次いでd群が多い。最大のものは、第4号住居跡で62.4壷である。又、ロ

クロ未使用土器を出土する住居とロクロ使用土師器、須恵器を出土する住居とを比較してみる

と、前者はaへe群の各の住居が混在しているのに対して後者はb群主体でC群はl棟のみで

小規模なものが多い。

〔壁〕 壁はすべて地山をそのまま壁としているもので、立ち上がりは残存状態の良好なもの

はやや外傾気味に立ち上がっているのに対して不良なものは立ち上がりが緩かになり床面との

接点は丸味の強いものが多い。又、壁面は小礫が多く入りこんでおり小さな凹凸が多く崩れや

すいものが多い。壁に附属する施設類は発見されていない。

〔床〕 地山をそのまま床としているもので、特に掘り方を有し貼り床等が行われているもの

はない。床面は比較的平坦で堅くしまっているが、壁面と同じように小礫が多く小さな凹凸が

多い床面を有している住居が比較的多いのか特徴である。これは、礫層が比較的高い位置にあ

ることが関係しているものと思われる。又、床面に周溝や貯蔵穴と明かに判明するものは皆無

である。

〔柱穴〕 柱穴の確認できたものは第1、 4、 5、 6、 8、 10、 1重、 12、 18、 19号住居跡の12

棟である。他の住居跡には柱穴は認められない。柱穴の配列は、方形プランの対角線上に壁際

より内にほぼ等間隔で配置され、4本が基本である。特に1棟を除き比較的小型の規模(a、 b

群)の住居跡とB、 C類を伴出した住居跡に柱穴が認められていないのが特色である。
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〔カマド〕カマドは、それぞれの住居の北壁、東壁、四壁に付設されているが、第15、 16住

居跡にはカマドは認められない。カマドの付設場所とその軸方向からいくつかの群に分けられ

る。なお、カマド位置は、北カマドのものが全体の6割強を占めている。

(1)付設場所
●

I類 北壁に位置するもの、 (  )は磁北に対するカマドの主軸方向の振れ

a 北(100以内)第1、 4、 5、 11(旧)、 19号住居跡

b 北北西(200以内)第2、 3号住居跡

c 北西(300へ400) 第6、 7、 8、 9、 10号住居跡

Ⅱ類 西壁に位置するもの

a 西(0へ100) 第12、 18号住居跡

Ⅲ類 東壁に位置するもの

a 北北東(1100以内) 第11(新) 14、 22号住居跡

b 北東(1100以上) 第20、 21号住居跡

(2)カマドの構築

力マドは削平や撹乱によって残存状態が比較的不良なものが多く、その実態を明確に把握で

きるものは少ないが次のようなことがいえる。

まず、カマド本体の構築にあたっては、カマドの側壁に芯石と掛口の芯に長楕円状の川原石

を横石として使用しているものがみられる。それは第3、 4、 6、 7、 10、 18号住居跡である。

又、標石は認められないが側壁へ芯材として土器や石を使用しているものもある。それは第1、

2、 14、 19、 21、 22、 24号住居跡である。又、側壁に特に石、土器等の認められなかったもの

は第8、 9、 11、 18、 20号住居跡である。これらは、いずれも地山に類似したシルトで固めて

あるが中には明かに白色粘土を混ぜ合わせて樺築しているものもみられる。なお、特に掘り込

み等は認められない。

次に、煙道部についてみると、溝状のものが全体の5割を占め、くりぬき状になっていたも

のが第1、 6、 10、 12号住居跡の4棟存在した。底面はほぼ平坦あるいはなだらかに下降する

もので、上昇する例はほとんどない。又、住居外に延びる場合、直接住居外に延びるものと燃

焼部と奥壁が煙道の底面よりわずかに高くなって段差をつくり出しているものとがあるが、後

者の方が多い。煙道部の落ち込みば明確に認められるものは第9号住居跡のみで、他は皿状

の浅いもので、落差の大きいものはない。なお第11住居跡の北壁に付設するカマドの煙道部の

立ち上がり部分にはカメの下半部をそのままはめ込んでいた特殊な例がある。

2 住居跡の時期と占地

前項では住居跡の形態や構造についてそれぞれの特色を簡単にまとめたが、ここでは住居跡
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の時期や占地の状況等について若干述べる。各住居の時期決定については伴出土器が有力な資

料となることは勿論であるが、竪穴住居における「カマド位置とその軸方向の磁北に対する振

れ」というものは、時期設定する上での-つの手かかりとなることは膳性遺跡、今泉遺跡、石

田遺跡等の例からもある程度可能なもののようである。即ち、例外的な場合のあることは当然

のことではあるが、上記の遺跡においては、一般的に「古い時期に属するものほぼ磁北からの

振れが少なく、新しい時期に属するものほど西に振れる」という傾向性が指摘できるようであ

る。なお、竪穴住居とカマドの位置の変遷と時期差については、猫谷地遺跡においても調査途

中の段階ではあったか-つの視点として述べられている。以上のような点を前提として当遺跡

における住居群をみると2期・ 3中期に分けることができる。

I期 a期 北カマドを有するもの1、 4、 5、 19号住居跡

b期 北西、北北西カマドを有するもの 2、 3、 6へ10、(17) (・18)(25)号住居跡

C期 西、東カマドを有するもの12、 14、 18号住居跡

Ⅱ期 南東、北東カマドを有するもの 20、 21、 22、 24号住居跡

従ってI期の中においてもa期が古い時期に属し以下b→C→Ⅱ期という時期関係が考えら

れる。

次に、各住居間の占地についてみると、重複関係にあるものが非常に少なく、たくみに各期

の住居を避けて空間を利用しているといえる。即ち、 I-a期の住居群は北から南にかけて弧

状に配置され、その後I-b期のそれはそれらを避けた北側地区に集中的に占地している。し

かし、この場合、各住居間の距離が近接しているものも存在し、全体が同一期に在したという

よりも、そこに多少の時期差の存在したことが推察される。特にこれはあくまでも推測にすぎ

ないが、第17、 18、 23号住居跡の残存壁の方向から類推するとこれらも北西カマドを有してい

た一群とみなすことも可能であり、重複関係にある7、 8号住居跡等の存在も考慮に入れると

その感が強いといえる。更に、 I-C期においては南半の、しかも東、西端に占地しており、

他の住居とは多少異なる占地状況を示している。

Ⅱ期の住居跡は、これらを全く避けて南半に位置しているといえる。以上のような占地状況

は各期の集落を構成する上において、何らかの規制が働いていたこと示すものかもしれない。

(注1) 埋蔵文化財センター高橋与工門氏の教示による。 岩手県教育委員会

(注2) 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 第60集 昭和56年3月 日本道路公団

(注3) 同 上 第61集 "

(注4) 猪谷地遺跡現地説明会資料1974 岩手県教育委員会文化課

3 出土土器の分類

本遺跡の出土土器には縄文土器、土師器、須恵器がある。そのうち縄文土器については前項
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で既にふれているので、ここでは土師器、須恵器について述べる。

土師器

土師器には、杯、饗、高杯、壷、甑、境があるが、分類に際しては、主として、比較的出土

量の多い杯、饗、高林について成形、器形、調整技法等の面より分類を行う。又、これらは器

形が明瞭な図示適物を対象に行うこととする○なお、器面調整の技法の用語は、宮城県岩切鴻

ノ巣追跡の調査報告書のそれを使用した。

(注)岩切鴻ノ巣遺跡 宮城県文化財調査報告書 第35集 東北新幹線関係追跡調査報告書I

巧

杯には製作に際してロクロを使用していないもの(A)と、ロクロを使用しているもの(B)と

がある。前者は、底部形態により2つに分類することが可能である。又、後者は、出土量が極

端に少ないので特に細分は行わない。

AI類 ロクロ未使用のもの、底部形態が丸底のもの

AⅡ類 ロクロ未使用のもの、底部形態が平底風のもの

以上の各類は、更に体部の特徴によりいくつかに分類される。

坪AI類 ロクロを使用せず、底部形態が丸底のものである。体部に段のもつものをAIa

類、沈線、積を有するものをAIb類、段、沈線、積をもたないものをAIc類とする。

〔AIa類〕 17点出土している。体部外面に段が巡るものであるが、器形的には段より上は内

管気味に外傾するもの、外傾気味のものが大部分である。又、対応する内面に「くびれ」を有

するもの(1〉と、 「くびれ」のないもの(2〉とがある。器面調整は体部外面においては、段より上

は「ヨコナデ」、下は「ケズリ」、以下「ミガキ、ケズリ」「ミガキ、ハケメ」「ミガキ、ミガキ」

と多種にわたっている。その中で最も多いのは「ミガキ、ミガキ」のものである。次に、内面

はほとんどが「ヘラミガキ」されており「黒色処理されているもの」と「黒色処理されていな

いもの」があり内黒が50%である。口径は約14c皿へ29c皿と変化に富んでいるが、平均で約19c皿、

器高は平均約6c皿と比較的大型のものが多い。

〔AIb類〕 7点出土している。体部外面に沈線、稜の巡るものである。器形的には、段を有

するものに比べて底部の丸味が強いものが多く、内管気味に口綾部まで立ち上がるものが多い

が外傾するものもある。やはり対応する内面に「くびれ」を有するもの(1)、「くびれ」のないも

の(2)とがある。器面調整は、体部外面に一部「ヨコナデ」の認められるものもあるが、ほとん

どのものが内外面ともに「ヘラミガキ」である。やはり「黒色処理されているもの」と「黒色

処理されていないもの」とがあり、内黒が約60%を占める。口径は約16cⅢ前後のものがほとん

どであり器高は、約6cⅢ前後である。

〔AIc類〕 4点出土している。体部内外面に段、沈線、稜を有しないものである。器形的に
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は、底部から口綾部にかけて内管気味に立ち上がるものである。器面調整は、体部外面に「ヨ

コナチハケミ」のあるものの他、内外面ともに「ヘラミガキ」のものがほとんどである。内

面は「黒色処理されているもの」と「黒色処理されていないもの」とがあり内黒が50%である○

口径は7.5。Ⅲ-18c皿まであるが、平均約1lcn、器高も約4cmと他に比べて小型のものが多い。

杯AⅡ類 ロクロを使用せず本来的には丸底であったものが、ケズリ、ミガキ等により底部

形態が平底風に変化しているもので完全な平底とは異なる。休部外面に沈線、稜の巡るもの

AⅡa類、沈線、陵のないものAⅡb類がある。

〔AⅡa類〕 6点出土している。体部外面に沈線、積の巡るものである。器形的には底部より

内攣気味に外傾するものが主体を占めている。器面調整は、他に比べて磨滅のため不明のもの

が多いが、内外面ともに「ヘラミガキ」のものが主である。内面は「黒色処理されているもの」

と、 「黒色処理されていないもの」とがあり内黒が50%である。口径は約13へ29c皿と変化にとみ、

平均は19c皿、器高は約5c皿である。

〔AⅡb類〕 3点出土している。体部外面に段、沈線、稜を有しないものである。器形的には

底部より内管気味に外傾するものである○個体数としては一番少ない。器面調整は体部外面

にヨコナデやケズリのみられるものが一部あるが一般的に不明なものが多い。内面はヘラミガ

キがほとんどである。 3点中2点が「黒色処理されているもの」である。口径は平均約17cⅢ器

高約5c皿である。以上杯全体の傾向をみると、口径が15cⅢ以上、器高が5へ6c皿以上のものが

8割を占めており比較的器高が深く大型のものが多いことと、内黒、不内黒の比率がそれぞれ

50%であるということが大きな特徴である。

杯B類 製作に際しロクロを使用しているものである。既述の如くこの器種は、実測できた

ものは2点のみである。内管気味に外傾する口縁を有するもので内面は細かいヘラミガ辛が

なされ、黒色処理を施しているものである。底部の切り離し技法は磨域のため不明であるo

<土師器杯分類表>

A ロクロ未使用 

I丸 底 

a 段の巡るもの 

(1)くびれあり (2〉くびれなし 

土師器杯分類表 

b沈線、積の巡るもの C段、洗練、按の巡ら 

露三三三〔竜置ク AIal 
ないもの 

亡i‾
A工a2 

AIbl さ 

Ⅱ 平底風 
a洗練、稜の巡るもの b沈線、積の巡らない もの 

ラ 
A工c2 

AIb2 

き・ ・・∴● 

青

AⅡa2 

B ロクロ使用 調整 内面黒色処理 
AⅡb2 
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蛮

饗は、 111点出土しており、製作に際してロクロを使用していないもの(A)とロクロを使用し

ているもの(B)とがある。これらを主として器形の特徴を中心に分類する。まずロクロ未使用

の聾A類についてみると口径と器高の比率と最大径の位置の違いによって次のように大別でき

る。

〔蛮A類〕

I類 最大径が口綾部にあり、器高が口径より大きいもの

Ⅱ類 最大径が口綾部にあり、器高が口径より小さいもの

Ⅲ類 最大径が休部にあり、器高が体径より大きいもの

Ⅳ類 最大径が体部にあり、器高が体径より小さいもの

璽A I類は器形的には主に長胴のものであり器高は約34cm-13c皿まで大、中、小がありAⅡ

類は器高が10cⅢ台の小輩が主である○又、皿、 Ⅳ類は球胴のものであるが、その中には本来的

には「壷」の仲間に含めた方がよいと思われるものもあるが(特にⅣ類)一応口綾部の単純な

ものは全て蜜として中に含めている○器高は30cⅢ台の比較的大型のものが多く10c血合の小型が

少ない。底部は木葉痕のものが約3割である○他は何らかの調整を施しているものや一部不明

のものもある。これらの土器群は、更に形態上の特徴から次のように細分される。

a類 頚部に段を有するもの

b類 頚部に段をもたないもの

<土師器窪分類表>

最大径の位置と器高の関係 段の有無 休部の最大径の位置 口縁形態 

A I最大径がロ綾部にあり、器高が口径より大 a 頭部に 

1休部上端附近 2休部中央附近 

i外傾 ii外反 

口 きいもの を有する 
ク Ⅱ 最大径がロ縁部にあり器高が口径より小さ 

の b頚部に 

口 未 

いもの 

使 Ⅲ 最大径の休部にあり器高が体径より大きい 

用 の も 

もの 

Ⅳ 最大径の休部にあり器高が体径より小さい 
の もの のはいもの 

口綾部の形態 
再調整の有 無 

B ロ ク ロ 使 用 の も の 

I緩く外反 Ⅱ鋭く短く外反 a有 b無 
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土師器棄分類表

AI b2i

AⅡali

AⅣa2i

一187-
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また、体部の最大径の位置の違いによってIへⅣ類は次のように分けることができる。体部

最大径の位置が、体部上端附近にあるもの(1)体部中央附近にあるもの(2)の二つに分けられ

る。これらについて更に口綾部形態の特徴から、 i外傾するもの(直口気味も含む) =外反

するもの、というように細部にわたって分類される。器面調整については、口綾部の内外面に

ついては、ヨコナデがほとんどであり、休部については最も多くみられるものは刷毛目であり

その他ケズリ、ミガキ等の手法が、主に下半にみられるもので、量的にはあまり多くないとい

える。

〔饗B類〕製作に際してロクロを使用しているものであるが、 A類に比べてその出土量が極

端に少なく、完形品は1点もない状況である○従って、図示できたものも口綾部の破片により

反転復元したものかほとんどであるが口綾部の形態のちかいにより2つに分類できる。

BI類 口綾部が緩く外反するもの

BⅡ類 口綾部が鋭く短く外反するもの

これらは更に内外面に調整のみられるもの(a撫調整のもの(b)の2つに分けられる。いずれも

器形的には長胴を呈するものと推定されるものである。

高杯

高杯は、個体数が非常に少なく脚部のみのものを含めて11点出土している。分類することに

難点はあるが林部、脚部の形態により次のように分けられる。

成形はいずれも、ロクロ未使用のものであり、林部の形態から

I類 体部外面に段が巡るもの

Ⅱ類 体部外面に稜の巡るもの(屈折線を有するもの)

に分けられ又、脚部は、いずれも林部底部より直接外方に開く感じで比較的低いのか特徴で、

a 外債気味に開くもの b 内管気味に開くもの

に分けられる。器面調整は、林部、及び脚部ともに「ヘラミガキ」による調整がなされ林部内

面はほとんどのものが黒色処理されているものであるが内黒でないものが2点ある。又「朱」

の塗られているものが3点存在するo口径は17-18cmで器高は8cm前後のものである。その中

で完全ではないが脚部底部の径が12・ 6c皿、口径が20c皿以上の大型の朱塗の杯が1点ある。

土師器高林分類表
<土師器南軍分類表>

A 口 ク ロ 未 使 用 

林 部 脚 部 

工 段の巡るもの a 外傾気味 

Ⅱ 陵の巡るもの b 内湾気味 
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甑 器形の判明するものは5点出土している。いずれも無慮式のものである。器形的には、

肩部に段を有し口綾部が外反するもの、無段で口綾部が直口、或は緩く外傾するものがある。器

面調整は、前者の口綾部は内外ともにヨコナデ、体部外面は刷毛目が主で一部ケズリがみられ

る。又、後者も口綾部の内外ともにヨコナデが主で一部内面に軽いケズリのあるものもある。

体部外面は、軽いケズリのもの、刷毛目のものがあり、内面は刷毛目、ナデ等がある。

碗 1点出土している。ロクロは使用していない。口綾部が直立するものであり饗の底部の

ような台が付いている。内面は粗いヘラミガキがなされ、内黒処理されており、外面はケズI)

である。

壷 3点出土している。口綾部が直立気味にやや外反し長く、体部は楕円気味で底部は中央

部がややへこみ具合のもので長頸壷的なものと、口綾部が外傾内管気味に立ち上がるもので、

頭部に段を有し、体部はやはりやや楕円気味のもので広口毒的なものがある。器面調整は、 □

綾部外面はいずれもヨコナデ、体部外面は細いミガキであるが、前者はそのミガキが口綾部ま

で及んでいる。内面はナデである。なお、第19図 の体部が楕円状を呈する上げ底風のものも

毒に含めるのか妥当かもしれない。

須恵器

須恵器(C)には、杯、高台付杯、蜜、壷があるが杯を除いては出土量も少なく、しかも、そ

のほとんどが破片である。その中でも比較的出土量の多い杯を中心にしてみることにする。

杯 器形は体部から口綾部にかけてほぼ直線的に外傾しているものが多く、その他、内管気

味に外傾しているものがある。底部の切り離しの違いにより3つに分けることができる。

.C 須 

底部の切り離し技法 調整の有無 
I回転糸切り 

a無調整 b調整のあるもの 

Ⅱ へラ切り 

恵 器 Ⅲ技法の不明なもの 

4 遺構出土土器の共伴関係とその年代

(1)出土土器の共伴関係

前項において本遺跡の遺構出土土器を中心に分類を行った。この分類の結果から各住居跡の

共伴関係を表わしたのが第2表である。又、これをもとに各追跡の共伴する土器の組み合せ関

係をまとめたのが第3表である。以上の二表をもとに各遺構の土器の共伴関係や遺構間におけ

る類似性等についてみることとする。この場合、より遺構の構築時期や使用時期の下限を示す

ものと考えられる床面およびカマド内出土土器を中l帥こ考え、部分的な形で検出された住居跡

から出土したものや堆積土より出土した土器は一応除外して考えることとする。

当追跡出土の土師器は製作技法の相違からロクロ未使用のもの(A類)、ロクロ使用のもの

(B類)の二つに分け、更に、須恵器(C類)を加えて三大別したことは既述の通りである。
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従って、まず、これらを中心にその共伴関係についてみることとする。

A類主体の住居跡においてはB類を含む例は1例のみで、しかも、杯B類が1点のみで、そ

の中における組成を示さない例外的なあり方を示している。又、これらの住居跡の堆積土中に

もロクロ使用の破片が少ない。又、須恵器についても同様である。

須恵器を主体としB類を含む住居跡においては、饗類を除いて杯A類1点が例外的な有り方

を示す例として存在するだけである。

従って、以上のような結果から、本遺跡においては、ロクロ使用の有無が組み合せの大きな

要素になっているということができ、土器は2群に大別される。

第1群土器 ロクロ未使用の土師器を主体に構成するもの

第2群土器 須恵器を主体とし、それにロクロ未使用、使用の土師器の含まれるもの

〔第1群土器の組み合せと年代〕

第1群土器の共伴関係、組み合せについて検討してみる。まず、器種ごとの関係についてみ

ると、杯AI類は、 3へ6、 8、 9、 11、 14、 18、 19号住居跡から出土し、杯AI、Ⅱ類はlへ

10, 12号住居跡から出土しており、従って、杯AI、 H類は共伴関係にあり、すべての組み合

せは成り立つものと考えられる。又、体部の特徴の段、沈線等を主とした組み合せにおいても

a、 b、 C類の組み合せが成り立つが、 b類とC類だけの組み合せはない。次に、高林につい

てみると、高杯AI類は、第7号住居跡より出土し、高林AⅡ類は、 4へ6、 9、 18号住居跡

より出土し、第10、 11号住居跡では高林AI、 Ⅱ類が共伴している。このことから、数は少な

いながらもAI、 Ⅱ類は組み合せとして成り立つものと考えられる。饗の共伴関係についてみ

ると次のようになる。

A I類…第3、 13へ16号住居跡、 AI、 m類…第2号住居跡、 AI、 II、 Ⅲ類・・・第l、 12号住居跡

A I、皿、IV類…第7号住居跡、 AⅣ類…第9号住居跡、 AI、 IV類…第Il号住居跡

AI、 Ⅱ、皿、 Ⅳ類…第4、 6、 10号住居跡

従って、饗IへⅣ類についても共伴関係から結果としてすべての組み合せが成り立つものと

考えてよい。特に、大型の住居である4、 6、 10号住居跡では全ての器種が揃うのに対して、

比較的小型の住居跡では、器種が少なく、その中でもⅡ類に属する小聾が少ないことが目立つ。

以上が同器種間における共伴、組み合せ関係であるが、各異器種間相互の組み合せ関係につ

いてみると、第2号住居跡のように杯、高杯が全く含まれない例はあるものの、やはり、全て

の組み合せ関係が成り立つものと考えてよい。このことは、形態、技法等の相違は多少あるも

のの時期的差はそれほどない土器の一群とみなすことができそうである。しかしながら土器の

共伴関係や遺構の配置関係からみた場合には、微妙な相違が存在することや占地の状況からみ

て遺構が同一時期に存在し得ない要素等も考えられることから、これらのそれぞれの土器群は
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